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それは0歳から始まっている。
人は食べることなしには生きていけない。
そして健康に過ごすためには、
バランスのよい食事を心がけなければならない。
しかも、必要な栄養素はライフステージによって変化していく。
安全で新鮮な国産の食材にもっと目を向け、
豊かで健康な食生活を送ろう。

協力／株式会社日本栄養分析センター（JNAC）
■代表取締役：森若　剛　　■所在地：埼玉県さいたま市南区明神 1丁目11 番 8号　　■URL：http://www.jnac.jp/
■主な事業
・パーソナル栄養分析および食生活アドバイス、食事メニューの作成
・スポーツ従事者向け栄養分析および食生活アドバイス、食事メニュー、トレーニングメニューの作成。およびチーム、選手のトータルサポート
監修／管理栄養士（NR）熊倉明子

特集1

0
歳
か
ら
の
食
育
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食生活を考える

健康な毎日を過ごすために
大切なことはなにか

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
生
活
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
人

が
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い

人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、

一
日
に
「
な
に
」
を
「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
れ
ば

よ
い
か
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
」
が
あ
る
（
農
林
水
産
省
・
厚
生
労

働
省
）。
こ
れ
は
、
食
べ
る
こ
と
の
基
本
を
身
に

付
け
る
た
め
、
望
ま
し
い
食
事
の
取
り
方
や
お

お
よ
そ
の
量
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
生
活

や
仕
事
の
環
境
な
ど
を
加
味
し
た
自
分
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
考
え
て
ほ
し
い
。

自
分
で
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
難
し
い
、
時

間
が
な
い
と
い
う
人
は
、
㈱
日
本
栄
養
分
析
セ

ン
タ
ー
で
自
分
が
ど
の
程
度
食
事
か
ら
栄
養
が

取
れ
て
い
る
か
、栄
養
分
析
が
受
け
ら
れ
る
（
２

５
０
０
円
、
送
料
・
税
別
）
の
で
活
用
し
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ
：

　

㈱
日
本
栄
養
分
析
セ
ン
タ
ー
（
J
N
A
C
）

●
T
E
L
：
0
0
8
8
（
25
）
4
1
8
4

　

ま
た
は
0
4
8
（
7
1
0
）
5
5
6
1

食
卓
に
も
っ
と
国
産
を

健
康
の
た
め
に
も
安
全
・
安
心
な
国
産
を
選

ぶ
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
だ
ろ

う
。
で
は
、
な
ぜ
国
産
が
よ
い
の
か
。
国
産
、

特
に
地
元
の
食
材
は
、
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
流

通
に
か
か
る
時
間
が
短
く
な
る
た
め
鮮
度
が
高

い
。
新
鮮
な
食
材
は
栄
養
価
が
高
く
、
味
も
お

い
し
い
。
ま
た
、
輸
送
に
か
か
る
C
O
2

な
ど

の
環
境
コ
ス
ト
が
低
い
。
な
に
よ
り
生
産
農
家

や
地
域
の
農
業
を
応
援
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
国
産
で
あ
る
こ
と
に
は
た
く
さ
ん

の
意
味
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
日
々
の
食
事

に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

旬
の
効
果

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
季
節
ご
と
の
食
材

が
取
れ
る
。
旬
の
食
材
は
特
に
栄
養
価
が
高
く
、

食
味
も
よ
い
。
現
在
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
の
通
年
栽
培
や
保
存
技
術
の
向
上
か
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
常
に
同
じ
食
材
が
並
ん
で
い

る
が
、
旬
の
も
の
は
同
じ
時
期
に
た
く
さ
ん
取

れ
る
の
で
価
格
も
下
が
る
傾
向
が
あ
る
。
旬
の

食
材
は
体
に
よ
い
上
に
、
お
い
し
い
、
安
い
と

よ
い
こ
と
づ
く
し
な
の
だ
。
ぜ
ひ
季
節
を
意
識

し
、
日
本
の
文
化
で
も
あ
る
旬
を
大
切
に
し
た

食
材
選
び
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

厚生労働省・農林水産省決定

◎食事バランスガイド

実際に栄養分析を体験
今回、本誌編集部員（28歳・男）
が栄養分析を受けた。事務所で3
枚組みの結果シートを開くと、周
囲から「問題ありばっかり！」と
のどよめきが。残念ながらほとん
どの栄養素が不足との結果が出
た。しかも、角砂糖14個分と菓子
類の過剰摂取が特に目立つ。結果
シートのアドバイスによると、緑
黄色野菜を積極的に取り、健康の
ために週150分の運動を行い、体
重の5㎏減が目標とあった。生活
を大いに反省する機会となった。
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特集1
0歳からの食育

年代別に見る必要な食事（栄養素）

あなたに必要なものは？
「食べる」ことを見直してみよう

私
た
ち
の
心
身
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た

と
き
か
ら
食
事
（
栄
養
素
）
を
取
り
、
利
用
す

る
こ
と
で
活
動
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

は
た
だ
取
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

成
長
や
発
育
、
日
常
生
活
の
変
化
、
年
齢
に
合

わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
正
し
く
理
解
し
、
個
々
の
年
代
や
生
活
形

態
（
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
）
に
合
っ
た
食
事
を
習

慣
付
け
る
こ
と
が
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
、
健
康
的
に
長
生
き
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
こ
こ
で
は
、
年
代
ご
と
に
一
般
的

な
生
活
形
態
を
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な
栄
養
素

に
気
を
つ
け
て
食
事
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い

か
を
解
説
し
て
い
く
。
こ
の
機
会
に
毎
日
の
食

事
で
自
分
が
な
に
を
選
ん
で
い
る
か
を
見
直
し
、

よ
り
豊
か
で
健
康
的
な
食
生
活
を
送
れ
る
よ
う

参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

幼児・
学童期思春期

成人期高齢期

乳児期

◎年代別　気をつけて摂取したい栄養素
年代 栄養素

幼児・学童期 必須アミノ酸、カルシウム、ビタミンA・B1・
B2・C

思春期 良質のたんぱく質、不飽和脂肪酸、カルシウム、
鉄、ビタミンA・B群・C

成人期の女性 良質なたんぱく質、鉄、カルシウム、ビタミン
B群・C、葉酸

成人期の男性 ビタミンB群・C・E、セレン、亜鉛、葉酸、必
須脂肪酸

高齢期
良質なたんぱく質、ビタミンB群・C・D・E・K、
カロテノイド、カルシウム、カリウム、セレン、
亜鉛

◎ライフステージに合った食生活を
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母
乳
は
一
番
の
バ
ラ
ン
ス
食

母
乳
は
乳
児
に
と
っ
て
唯
一
の
完
全
栄
養
食

品
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
母
乳
中

に
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
に
対
す
る
抵
抗

力
を
増
す
免
疫
物
質
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
母
乳
も
母
親
の
食
事
内

容
に
よ
っ
て
は
、
乳
児
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
補
え
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

授
乳
中
の
母
親
は
、
自
分
の
食
生
活
に
気
を
配

り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養
摂
取
を
心
が
け

よ
う
。

離
乳
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
取
り
た
い
栄
養
素

乳
児
は
生
後
5
〜
6
カ
月
に
な
る
と
乳
汁

（
育
児
用
ミ
ル
ク
含
む
）だ
け
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

た
ん
ぱ
く
質
、
鉄
分
な
ど
が
不
足
す
る
。
生
後

4
〜
5
カ
月
ご
ろ
に
は
乳
汁
以
外
に
も
興
味
を

示
す
よ
う
に
な
る
の
で
、
離
乳
は
乳
汁
と
併
用

し
て
ピ
ュ
ー
レ
状
の
果
物
や
野
菜
を
ス
プ
ー
ン

で
与
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
乳
児
に
と
っ

て
こ
の
時
期
は
、
食
べ
る
意
欲
や
楽
し
み
を
初

め
て
感
じ
る
時
期
で
も
あ
る
。

子
ど
も
の
肥
満
は
親
の
責
任

子
ど
も
は
ど
ん
な
食
品
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ

れ
ば
よ
い
か
を
判
断
で
き
な
い
。
も
し
子
ど
も

が
肥
満
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
養
育
者
の
責
任
と

い
え
る
。
幼
児
期
は
将
来
の
食
習
慣
の
基
礎
を

つ
く
る
大
事
な
時
期
だ
。
幅
広
く
色
々
な
食
品

を
食
べ
さ
せ
よ
う
。
さ
ら
に
学
童
期
は
「
食
習

慣
の
完
成
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
3
食

き
ち
ん
と
食
べ
る
」、「
好
き
嫌
い
を
な
く
す
」、

「
薄
味
に
慣
れ
さ
せ
る
」
な
ど
の
食
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
よ
う
。

た
ん
ぱ
く
質
を
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く

体
の
基
礎
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
な
の
で
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
た
い
。
脂
肪
の
少
な
い
赤
身
肉
や
豆

類

│
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
中
心
に
、
乳
製

品
や
魚
、
種
実
類
、
野
菜
・
果
物
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
味
や
食
感
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
、
食
べ
る

楽
し
さ
を
体
感
さ
せ
よ
う
。
幼
児
や
学
童
に
と

っ
て
こ
の
時
期
は
食
へ
の
知
識
を
習
得
し
、
食

の
世
界
が
広
が
る
時
期
と
な
る
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

カ
ル
シ
ウ
ム

思
春
期
は
、
学
童
期
か
ら
成
人
期
へ
の
移
行

期
に
あ
た
る
。
成
長
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
の
必
要
量
も
増
え
、

男
女
差
が
大
き
く
な
る
。
こ
の
時
期
に
陥
り
や

す
い
の
が
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
だ
。
骨
の
密
度
は

20
歳
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
し
ま
う
た
め
、
し

っ
か
り
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
ろ
う
。
ま
た
、
女
性

は
月
経
の
開
始
と
と
も
に
鉄
分
が
不
足
す
る
の

で
、
摂
取
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

摂
食
障
害
・
ス
ト
レ
ス
に

負
け
な
い
食
生
活

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
は
受
験
勉
強
や
学
校

生
活
で
の
対
人
関
係
な
ど
、
多
く
の
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
。
特
に
女
性
の
場
合
は
、
肥
満

へ
の
恐
怖
や
痩
せ
る
こ
と
へ
の
願
望
に
よ
る
過

食
症
や
拒
食
症
の
よ
う
な
摂
食
障
害
が
増
え
て

い
る
。
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活

を
心
が
け
、
脳
神
経
の
働
き
を
正
常
に
保
つ
こ

と
が
予
防
に
つ
な
が
る
。

あなたや家族の
ライフステージは？

ライフステージにあった食生活は、健康的な身体づくりの基本。
このページでは、乳児期から高齢期まで、

それぞれのライフステージに合った食事や栄養のとり方を詳しく解説！

お
母
さ
ん
の
食
生
活
が

赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
に
影
響

食
べ
る
楽
し
さ
・
食
の
豊
か
さ
を
学

び
正
し
い
食
生
活
の
基
礎
を
つ
く
る

食
生
活
が
乱
れ
が
ち
な
時
期

骨
は
10
代
で
決
ま
る

乳
児
期

幼
児
・
学
童
期

思
春
期
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サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
気
休
め
程
度

日
ご
ろ
の
食
生
活
が
一
番

女
性
は
妊
娠
、
出
産
、
更
年
期
と
い
っ
た
人

生
の
節
目
と
な
り
、
体
重
変
化
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
気
を
配
り
、
適
正
体
重
を
維
持
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
毎
日
の
食
事
に
果
物
や
野
菜
、

全
粒
穀
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
に
頼
ら
ず
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
フ

ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
（
植
物
性
化
学
物
質
）
を
摂

取
で
き
る
。

老
化
に
立
ち
向
か
う
食
生
活

ビ
タ
ミ
ン
C
・
E
、
β
│
カ
ロ
テ
ン
、
フ
ァ

イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
な
ど
は
抗
酸
化
物
質
と
呼
ば
れ

る
。
こ
れ
ら
は
活
性
酸
素
を
除
去
し
、
老
化
を

遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

特
に
大
豆
に
は
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
と
い
う
女
性
ホ

ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
に
似
た
物
質
が
含

ま
れ
る
。
こ
れ
を
多
く
含
む
食
品
の
摂
取
で
更

年
期
障
害
の
症
状
を
軽
減
す
る
作
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

す
べ
て
日
ご
ろ
の
食
生
活
か
ら

一
般
的
に
30
歳
を
過
ぎ
る
と
諸
臓
器
の
発
育

は
終
わ
り
、
衰
退
の
過
程
に
入
る
。
さ
ら
に
働

き
盛
り
の
男
性
は
、
仕
事
な
ど
の
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
や
不
規
則
な
生
活
か
ら
肥
満
や
生
活
習

慣
病
な
ど
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
る
時
期
だ
。

ま
た
、糖
尿
病
の
合
併
症
か
ら
E
D（
勃
起
障
害
）

に
陥
る
男
性
も
。
こ
れ
ら
健
康
障
害
は
、
食
生

活
の
偏
り
や
過
食
等
と
関
連
が
深
い
と
さ
れ
て

い
る
。

肥
満
＝
病
気
の
元
凶

体
重
を
維
持
す
る
栄
養
と
運
動

若
い
男
性
は
女
性
に
比
べ
て
肥
満
の
傾
向
に

あ
る
。
肥
満
は
、
心
疾
患
、
高
血
圧
症
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
元
凶
と
さ
れ
て
い
る
。
肥
満
に
な
ら
な

い
、
ま
た
は
解
消
す
る
た
め
に
は
、
運
動
と
正

し
い
食
生
活
は
必
須
。
自
分
の
適
正
体
重
を
維

持
で
き
る
よ
う
努
力
し
よ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

水
分
摂
取
の
大
切
さ

高
齢
者
は
、
若
い
人
に
比
べ
喉
の
渇
き
の
感

覚
が
鈍
く
な
っ
た
り
、
筋
肉
の
衰
え
か
ら
筋
肉

中
の
水
分
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

腎
臓
の
尿
を
濃
く
す
る
能
力
の
低
下
か
ら
必
要

以
上
に
尿
が
出
て
脱
水
傾
向
に
な
り
や
す
い
。

こ
ま
め
に
水
分
摂
取
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

ま
た
、
体
調
を
整
え
、
活
力
を
維
持
す
る
上
で

大
切
な
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分
に
摂
取

し
よ
う
。

体
を
動
か
す
こ
と
で

精
神
的
に
も
健
康
な
体
を

高
齢
者
は
、
自
分
の
体
力
や
生
活
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運
動

を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
。
筋
肉
を
使
う
こ
と
で

体
の
安
定
性
と
強
さ
が
得
ら
れ
、
転
倒
や
骨
折

を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
適
度
な
運
動
は

精
神
の
健
康
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
高

齢
者
が
独
立
し
て
豊
か
な
生
活
を
営
む
上
で
大

切
な
要
素
と
な
る
。

外
見
の
美
し
さ
は

体
の
内
側
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

不
摂
生
と
食
生
活
の
乱
れ
が

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る

病
気
に
負
け
な
い
体
で

健
康
な
老
後
を

成
人
期
の
女
性

成
人
期
の
男
性

高
齢
期

特集1
0歳からの食育
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医食同源といわれるように、健康は毎日の食事からつくられるものだ。栄養素を知ることは、自分の健康管理にも役立つ。
ここでは、栄養素の中でも代表的な「たんぱく質」「脂質」「炭水化物（糖類）」「ビタミン」「ミネラル」̶̶「五大栄養素」
を紹介する。主にエネルギーとして使われるものは「たんぱく質」「脂質」「炭水化物（糖類）」、体の調子を整え、機能を
維持するために使われるものは「ビタミン」「ミネラル」だ。これらを不足させないことはもちろん、過剰な摂取をしない
ことも重要である。しかし、現代社会では「脂質」や「炭水化物（糖類）」が過剰となり、「ビタミン」や「ミネラル」が
不足しがちであるといわれている。バランスの良い食事を心がけるためにも本特集を参考にしてほしい。

栄養素と食品

代表的な栄養素と
含まれる食品の種類

たんぱく質
たんぱく質は消化されるとアミノ酸になり、吸収
される。筋肉・骨・皮膚など体をつくり、酵素や
ホルモンになって生理機能を調節し、エネルギー
源にもなる。

炭水化物
炭水化物は体内で分解されてブドウ糖になり、エ
ネルギー源となる。過剰に摂取した場合、体脂肪
として体に蓄積される。

脂質 脂質はエネルギー源になるだけでなく、内臓を保護し、脂溶性のビタミンの
吸収を助ける働きがある。ただし、取りすぎると体脂肪として蓄積される。

◎栄養素の働きと含まれる食品

栄養素 主な働き 多く含む食品

たんぱく質 体をつくる 肉類、魚介類、卵、大豆製品など

脂質 エネルギーになる バター、マーガリン、植物油、肉の脂身など

炭水化物 エネルギーになる ごはん、パン、麺、芋類、砂糖など

ビタミン 体の調子を整える 緑黄色野菜、果物、レバーなど

ミネラル 骨や歯などをつくる、体の調子を整える 海藻類、牛乳、乳製品、小魚など
出展：農林水産省ホームページ
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ビタミン
ビタミンはエネルギー代謝を円滑にし、体の調子
を整える働きをする。単調な食事などによって長
期間摂取を怠ると機能障害を起こす。種類が多く、
性質によって水溶性と脂溶性に分類される。

ミネラル
ミネラルは、体の構成や生理機能の維持と調節に
欠かせない栄養素だ。成長段階によって必要な種
類や量が異なり、欠乏症だけでなく過剰症もある
ので、摂取のバランスには気をつけたい。

◎ビタミンの種類と含まれる食品
種類 食品の例

＜水溶性＞
ビタミンB1 肉類、豆類、玄米、チーズ、牛乳、緑黄

色野菜
ビタミンB2 肉類、卵黄、緑黄色野菜
ビタミンB6 レバー、肉類、卵、牛乳、魚介類、豆
ビタミンB12 レバー、肉類、魚介類、チーズ、卵
ビタミンC 緑黄色野菜、果物
ナイアシン 魚介類、肉類、海藻類、種実類
パントテン酸 レバー、卵黄、豆類
葉酸 レバー、豆類、葉野菜、果物
ビオチン レバー、卵黄

＜脂溶性＞
ビタミンA レバー、卵、緑黄色野菜
ビタミンD 肝油、魚類、きくらげ、しいたけ
ビタミンE 胚芽油、大豆、穀類、緑黄色野菜
ビタミンK 納豆、緑黄色野菜
出展：農林水産省ホームページ

◎ミネラルの種類と含まれる食品
種類 食品の例

ナトリウム 食塩、醤油

マグネシウム 豆類、種実類、海藻類、魚介類

リン 魚介類、牛乳、乳製品、豆類、肉類

カリウム 果物、野菜、芋類、豆類、干物

カルシウム 牛乳、乳製品、小魚、海藻類、大豆製品、
緑黄色野菜

クロム 魚介類、肉類、卵、チーズ、穀類、海
藻類

マンガン 穀類、豆類、種実類、小魚、豆類

鉄 海藻類、貝類、レバー、緑黄色野菜

銅 レバー、魚介類、種実類、豆類、ココ
ア

亜鉛 貝類、肉類、穀類、種実類

セレン 魚介類、肉類、卵

モリブデン 豆類、穀類、レバー

ヨウ素 海藻類、魚介類
出展：農林水産省ホームページ

特集1
0歳からの食育
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全国農業担い手サミット
in埼玉開催

農 林 漁 業 ニ ュ ー ス

全国から農業の担い手が集った。
交流を深め研さんを行い、

未来に向けて農業・農村の未来を語り合うために。

さ
い
た
ま
市
で
11
月
17
日
〜
18
日
に
第
12
回

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
埼
玉
が
開
か

れ
た
。
全
国
か
ら
※
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組

織
な
ど
の
担
い
手
、
関
係
者
2
2
0
0
人
が
集

ま
っ
た
。
17
日
に
は
、
優
良
担
い
手
表
彰
や
優

良
事
例
報
告
が
行
わ
れ
、
夕
刻
に
は
県
内
８
地

区
で
情
報
交
流
会
が
開
か
れ
た
。
翌
18
日
は
、

27
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
県
内
各
地
の
農
業
を
視

察
研
修
も
行
わ
れ
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流
と
相
互
研
さ
ん
が
一
層
深

ま
り
、
担
い
手
の
経
営
の
発
展
と
改
善
、
農
村

の
地
域
振
興
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

皇
太
子
殿
下
ご
視
察

皇
太
子
殿
下
は
11
月
17
日
、
同
サ
ミ
ッ
ト
へ

の
行
啓
に
あ
た
り
、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
の
㈲

黒
臼
洋
蘭
園
を
視
察
さ
れ
た
。
温
室
で
、
殿
下

は
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
フ
ラ
ス
コ
苗
を
お
顔
近
く

ま
で
引
き
寄
せ
真
剣
に
ご
覧
に
な
っ
た
。
代
表

取
締
役
の
黒
臼
秀
之
さ
ん
（
46
歳
）
は
、「
従
業

員
や
家
族
全
員
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
賜
り
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
動
を
語

っ
た
。

開
会
式
で
は
皇
太
子
殿
下
か
ら
、「
農
村
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
、
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。
新
し
い

時
代
の
農
業
を
、
創
造
力
と
行
動
力
を
も
っ
て
、

力
強
く
築
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
、

参
加
者
に
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

式
典
で
は
殿
下
を
前
に
、
優
良
担
い
手
表
彰
・

発
表
事
業
の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
者
な
ど
か

ら
取
り
組
み
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

※認定農業者
認定農業者とは、農業経営基盤強化促進法に基づいて経営改善計画を
作成し、市町村の認定を受けた者である。税制の特例などが受けられ、
行政や関係機関の支援を受けながら規模拡大や所得の向上に取り組ん
でいる。09年3月現在、全国では24万6千経営体が認定を受けており、
集落営農組織とともに「担い手」として位置づけられている。

県内各地で開かれた視察では、熱心に聞き
入る参加者の姿が見られた。また自分の経
営の参考にと質問も飛び交った

閉会の挨拶をする全国担い手育成総合支援協議会
太田豊秋会長（全国農業会議所会長）

温室でランに囲まれながら黒臼さんと語らう皇太子殿下

「結 (ゆ )いの精神のもと、
和の心を大切に発展して
いきたい」大臣賞を受賞し、
事例報告を行う（有）アグ
リゴールド矢木代表矢木
龍一さん
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特集2
100年先に届ける仕事
「森林の仕事
ガイダンス」開催！

も　　　　り

林業版の就業支援フェアである「森林の
仕事ガイダンス」が今年も始まった。
2009年11月20日～21日に東京で行
われたガイダンスを皮切りに、2010年1
月15日～1月16日には名古屋で、1月
22日～23日には大阪で、2月5日～6日
には再び東京で開催される。

会場では全国森林組合連合会による総
合相談ブースのほか、緑の研修生による
相談ブース、都道府県の相談ブースな
ど、相談目的別にブースを設置。また林業
についてより詳しい情報を得るための展
示や講演、実演、トークショーなど盛りだ
くさんのイベントが予定されている。

入場料は無料。性別も年齢も問わない
「森林の仕事ガイダンス」。相談と情報収
集の場として林業就業に興味あるすべて
の人にまたとないチャンスだ。ぜひ参加
してみよう。
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遊
び
場
の
山
が
開
発
で
更
地
に

「
自
然
環
境
を
守
り
た
い
」
と
、
林
業
に
就

業
し
て
も
、
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し
む
こ

と
が
あ
る
。
仕
事
の
厳
し
さ
に
比
べ
、
成
果
が

見
え
に
く
い
。
雇
用
条
件
や
田
舎
暮
ら
し
に
折

り
合
い
が
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

そ
ん
な
な
か
「
林
業
は
、
一
生
続
け
る
だ
け

の
価
値
あ
る
魅
力
的
な
仕
事
だ
と
日
々
感
じ
て

い
ま
す
」
と
中
島
彩
さ
ん
（
28
歳
）
は
微
笑
む
。

2
0
0
8
年
4
月
、
兵
庫
県
神
戸
市
か
ら
I

タ
ー
ン
し
、
広
島
県

廿
日
市
市
の
㈲
安
田

林
業
に
入
社
し
た
。

現
在
「
緑
の
研
修
生
」

の
2
年
目
を
迎
え
る
。

転
職
の
き
っ
か
け
は
、

幼
い
こ
ろ
の
遊
び
場

だ
っ
た
野
山
が
、
宅

地
開
発
で
更
地
に
な

っ
た
こ
と
。「
将
来
は

森
林
を
守
る
仕
事
を
」

と
決
意
し
た
。
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
た
の

で
迷
い
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
活
動
は
「
25
歳
ま
で
」
と
定
め
、
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

森
林
認
証
取
得
の
会
社
を
発
見

「
森
林
に
関
す
る
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
な

に
を
す
る
か
正
直
迷
い
ま
し
た
」
と
中
島
さ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
の
ほ
か
、
里

山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
森
林
組
合
の
イ
ン
タ
ー
ン

を
体
験
。
樹
木
医
の
叔
父
に
も
知
恵
を
授
か
っ

た
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
も
選
択
肢

に
上
が
っ
た
が
、「
森
林
の
仕
事
の
な
か
で
も『
基

本
』
の
林
業
を
知
ら
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い

な
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
も
考
え
ま
し

た
が
、
や
は
り
『
一
生
の
仕
事
』
と
し
て
取
り

組
み
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

樹
木
医
が
病
気
の
木
を
治
療
す
る
よ
う
に
、

「
山
全
体
」
を
治
し
た
い
と
イ
メ
ー
ジ
。
だ
が
、

ど
こ
に
行
け
ば
実
現
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。「

と
に
か
く
気
に
な
る
言
葉
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
…
。『
持
続
可
能
な
森
林
』
と
か

『
生
物
多
様
性
』を
組
み
合
わ
せ
て
探
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
見
つ
け
た
の
が
S
G
E
C

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
」

S
G
E
C
と
は
、「
緑
の
循
環
」

認
証
会
議
の
こ
と
。
レ
ベ
ル
の
高

い
森
林
管
理
で
豊
か
な
自
然
環
境

と
持
続
的
な
木
材
生
産
を
両
立
さ

せ
、
健
全
な
森
林
育
成
を
行
う
事

業
体
を
認
定
し
て
い
る
。
S
G
E
C

の
認
証
制
度
は
、
中
島
さ
ん
の
考

え
と
一
致
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「『
こ
れ
だ
！
』
と
、
S
G
E
C
を

取
得
し
て
い
る
会
社
に
片
っ
端
か
ら

メ
ー
ル
を
送
信
（
笑
）。
50
社
以
上

に
送
り
、
そ
の
中
で
返
事
を
く
だ
さ

っ
た
の
が
安
田
さ
ん
で
し
た
」

何
通
か
の
や
り
取
り
を
経
て
、
現
地
を
訪
問
。

「
人
工
林
の
下
に
広
葉
樹
の
あ
る
雑
山
、
そ
し

て
複
層
林
が
広
が
っ
て
い
て
…
。
ひ
と
目
で
、

こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

社
長
の
安
田
孝
さ
ん
の
話
に
も
深
く
共
感
し

た
。
迷
い
は
な
か
っ
た
。

作
業
計
画
を
実
践
す
る
毎
日

１
年
目
は
一
と
お
り
の
作
業
を
教
わ
り
、
現

在
は
同
期
と
2
人
1
組
で
、
作
業
計
画
を
立
て

仕
事
を
す
る
。「
林
業
は
、
仕
事
１
割
、
段
取

り
９
割
」
と
た
た
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
な
か
な
か
計
画
ど
お
り
に
は
で
き
な
い
も
の

で
す
ね
。『
重
機
で
木
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
あ

の
場
所
で
造
材
し
て
』
と
思
っ
て
も
、
地
盤
が

ゆ
る
く
て
重
機
が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
造
材
し

よ
う
と
し
た
場
所
が
、
車
が
通
っ
て
危
な
か
っ

た
り
。
先
の
先
ま
で
予
測
し
て
仕
事
を
す
る
の

は
難
し
い
で
す
」

目
指
す
は
1
0
0
年
先
を
視
野
に
入
れ
た
山

づ
く
り
。一
歩
一
歩
、学
ぶ
日
々
は
続
い
て
い
る
。

持続可能な山づくりができる
場所を求めて
広島県廿

は っ か い ち

日市市
し

　有限会社安
や す だ

田林
りんぎょう

業
中
なかしま

島 彩
あや

さん

Interview　01
特集 2森林の仕事ガイダンス

安田林業代表取締役
安田孝さんからのメッセージ

安田林業では、「持続可能な山づ
くり」を理念に仕事をしています。
「持続可能な山づくり」とは、水
源の涵

かんよう

養（保水）など山の自然が
本来持つ機能を果たしながら、木
材の生産を行っていくこと。山の資源から収入を得て、
企業として存続していくことは「持続可能」な条件の一
つでもある。
そのためには丁寧な仕事をして、次の仕事につなげる

ことが大切です。伐採後の後片付けも含め、山をきれい
にする。「これだけやってくれたなら、次も頼もう」と思
っていただく。「林業はサービス業」なのです。
そして徹底的に「効率化」を図る。安田林業では、私

も含め職員自らが仕事の計画を立てます。現場の人数が
増える分、生産効率は下がってしまう。それをどう上げる
か。一定レベルの技術はもちろん必要ですが、それをいか
す「段取りの付け方」が、なにより重要だと考えています。

12月中旬から3月までは積雪のため仕事は
休み。「その間は近くのスキー場で働きます。
本を読んだり、自分を見つめ直す時間です」

 「人工林に興味が出てきた」と中島さん。「昔の
人がせっかく植えたもの。放っておかれている人
工林をなんとかしたい」

平成20年度

緑の研修生
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紅
葉
が
彩
る
標
高
8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
山
中
。

間
伐
後
の
明
る
い
ス
ギ
林
で
、
緑
の
研
修
生
2

年
目
の
西
村
義
明
さ
ん
（
31
歳
）
が
初
め
て
の

木
出
し
作
業
に
集
中
し
て
い
た
。
班
の
先
輩
の
う

ち
2
人
は
、
西
村
さ
ん
と
同
じ
「
緑
の
雇
用
」
の

修
了
生
。
も
う
1
人
は
生
え
抜
き
の
中
堅
だ
。

丁
寧
に
確
認
し
合
い
な
が
ら
の
指
導
に
、
西
村

さ
ん
が
全
身
を
委
ね
信
頼
し
て
い
る
の
を
感
じ

る
。

こ
こ
群
馬
県
神
流
町
の
神
流
川

森
林
組
合
は
、
2
0
0
3
年
か
ら

「
緑
の
雇
用
事
業
」
を
導
入
。
西

村
さ
ん
は
1
年
間
の
基
本
研
修
を

終
え
、
2
年
目
の
技
術
高
度
化
研

修
の
真
っ
最
中
だ
。

「
ま
だ
、
毎
日
目
の
前
に
あ
る
仕

事
が
す
べ
て
お
も
し
ろ
い
と
い
う

段
階
で
す
」

西
村
さ
ん
は
東
京
都
墨
田
区
の

出
身
。
商
業
高
校
を
卒
業
後
、
事

務
系
の
仕
事
に
就
い
た
。

祖父との思い出から
林業の道へ
群馬県神

かんなまち

流町　神
かんながわ

流川森林組合
西
にしむら

村 義
よしあき

明さん

Interview　02

上：林内作業車を操縦する西村さん。一瞬
の気の緩みが大きな事故につながる林業の
仕事は、毎日が緊張の連続だ
右：木出しの研修中。先輩から指示された作
業の段取りを、何度もていねいに確認する

平成20年度

緑の研修生

「
で
も
2
年
で
な
ん
と
な
く
辞
め
て
、
ア
ル
バ

イ
ト
的
な
仕
事
で
プ
ラ
プ
ラ
し
て
い
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
30
歳
を
目
前
に
卒
然
と
「
や
り
た

い
仕
事
に
就
こ
う
」
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
。

な
ぜ
か
そ
の
時
、
明
か
り
が
灯
る
よ
う
に
浮
か

ん
だ
の
が
、
小
学
生
の
時
に
長
野
県
長
谷
村
の

祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
山
林
だ
っ
た
。

「
そ
こ
は
祖
父
の
持
ち
山
で
、
枝
を
削
っ
て
箸

を
作
っ
て
く
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
」

多
難
で
も
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
職
探
し

直
感
的
に
「
林
業
だ
」
と
思
い
定
め
て
す
ぐ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
栃
木
県
の
林
業

講
習
に
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
参
加
者
不
足
で

中
止
に
。
次
い
で
08
年
1
月
の
「
森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
足
を
運
び
栃
木
県
の
ブ
ー
ス

へ
。
紹
介
さ
れ
た
森
林
組
合
の
面
接
を
受
け
合

格
し
た
も
の
の
、
住
宅
を
確
保
で
き
ず
に
断
念

し
た
。
次
に
、
や
は
り
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
紹

介
さ
れ
た
栃
木
の
企
業
で
1
週
間
の
体
験
研
修

が
決
ま
っ
た
が
、
先
方
の
宿
泊
手
違
い
か
ら
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
縁
が
切
れ
た
。

そ
れ
で
も
西
村
さ
ん
は
あ
き

ら
め
ず
、
自
宅
近
く
の
墨
田
区

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
訪
ね
た
。

す
る
と
担
当
者
が
「
緑
の
雇
用

事
業
」
を
探
し
当
て
、
数
件
を

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
れ
た
。

そ
の
な
か
に
神
流
川
森
林
組
合

が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
先
は
と
ん
と
ん
拍
子
。

08
年
2
月
に
面
接
と
筆
記
試
験

を
受
け
、
10
倍
の
競
争
率
だ
っ

た
が
合
格
。
町
営
住
宅
を
あ
っ

せ
ん
し
て
も
ら
い
5
月
か
ら
無

事
研
修
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

地
域
の
中
で
育
つ
研
修
生
た
ち

「
最
初
の
2
、
3
カ
月
は
全
身
が
筋
肉
痛
で
、

休
日
は
ひ
た
す
ら
寝
て
い
ま
し
た
ね
。
で
も
体

が
き
つ
い
の
は
承
知
の
上
だ
か
ら
、
苦
労
と
も

思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
人
間
関
係
に
も
恵
ま
れ

て
、
つ
ら
か
っ
た
の
は
早
起
き
ぐ
ら
い
か
な
」

コ
ン
ビ
ニ
ま
で
車
で
40
分
の
田
舎
暮
ら
し
も
、

手
作
り
弁
当
持
参
の
自
炊
生
活
に
も
な
じ
ん

だ
。
清
掃
活
動
や
お
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
溶
け
込
み
も
ス
ム
ー
ズ
だ
。
最
近
、

組
合
で
フ
ッ
ト
サ
ル
の
チ
ー
ム
を
作
っ
た
。
学

校
の
体
育
館
で
練
習
す
る
う
ち
に
中
学
生
が
加

わ
り
、
楽
し
み
が
増
え
た
と
い
う
。

「
林
業
は
植
え
て
か
ら
切
る
ま
で
に
数
十
年
。

人
生
の
尺
度
を
超
え
て
い
て
ま
だ
実
感
が
な
い

で
す
が
、
今
日
自
分
が
や
っ
た
仕
事
で
森
が
明

る
く
な
る
と
、
純
粋
に
気
持
い
い
で
す
ね
」

欲
張
ら
ず
日
々
の
研
修
に
集
中
す
る
姿
に
、

時
間
を
か
け
て
木
が
育
つ
の
に
も
似
た
、
静
か

だ
が
確
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
を
感
じ
た
。

神流川森林組合長
宮前隆さんからのメッセージ

西村君は面接で「目がいい。は
しこそうだ」と感じました。林業
はチームワークなので、頭だけ、
体力だけではなく人間性が必要で
す。採用試験は「人間常識」を見
る問題を私が作ります。西村君には商品価値の高い造材
をする「木の目利き」の資質があると期待しています。
「緑の研修生」受入れは7年目ですが、作業班の編成
で試行錯誤しました。修了生が育ってきて、今はバラン
スよく組めるので、新人の定着率が上がっています。
他地域からの研修生には住宅を確保し、3年間は家賃

補助もします。社会保険はすべて組合で加入しています
よ。一人前の人間に育てる責任があるし、人材育成は地
域にとっても大事な役割ですから。
うちの組合はもちろん黒字。経営建て直しで引き受け
た道の駅「万

まんば

葉の里」も黒字に転換しました。斬新なア
イディアで毎年新しい事業を展開していくこと、これが
黒字の秘けつです。
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LECTURE

林業就業に興味をもつ人に向けた「林業見学・交流ツアー」。
現役の人に直接話を聞けるチャンス！ ぜひ参加してみよう。

●問い合わせ／林業見学・交流ツアー事務局
TEL：03(6826)6089　
検索キーワード：林業見学交流ツアー
全国林業労働力確保支援センター　TEL：03(3294)9713

TOUR
林業を見る、聞く、交流する

林業見学・交流ツアー

森
の
仕
事
を
知
る
に
は
？

全
国
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
林
業
就
業
に

興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
毎
年
春
と
秋
、
全
国

各
地
で
「
林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
て
い
る
。

土
日
を
中
心
に
日
帰
り
ま
た
は
1
泊
2
日
で

枝
打
ち
や
下
刈
り
な
ど
の
体
験
、
木
材
加
工
や

高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
を
見
学
す
る
な
ど
、

短
時
間
で
も
密
度
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

現
場
の
ガ
イ
ド
を
務
め
る
の
は
実
際
に
森
で
働

く
人
た
ち
。
移
住
・
転
職
者
も
多
く
、
ツ
ア
ー

を
通
じ
て
仕
事
や
生
活
の
ホ
ン
ネ
が
聞
け
る
。

実
は
こ
の
「
交
流
」
が
、
林
業
を
目
指
す
人
の

貴
重
な
情
報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

森
の
仕
事
を
学
ぶ
に
は
？

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
な
ど
林
業
は
さ
ま

ざ
ま
な
道
具
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
。
現
場
に

飛
び
込
む
前
に
実
践
的
な
知
識
・
技
術
習
得
の

場
で
あ
る
「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
を
受
け
て

お
く
と
安
心
だ
。

都
道
府
県
の
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
お
り
、
20
日
間
ほ
ど
の
期
間
中
、

前
半
は
座
学
と
道
具
の
操
作
実
習
、
後
半
は
実

際
の
作
業
現
場
に
出
て
実
地
を
行
う
ほ
か
、
研

修
終
了
時
に
就
業
・
生
活
相
談
も
行
う
。
ま
た

講
習
修
了
者
に
は
1
泊
あ
た
り
4
2
0
0
円
を

上
限
に
宿
泊
補
助
が
あ
り
、
本
格
就
業
を
目
指

す
人
に
と
っ
て
、
手
厚
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

森のなかで働きたい─そう思ったら職業訓練にチャレンジ！

●問い合わせ／全国林業労働力確保支援センター
TEL：03(3294)9713　検索キーワード：林業就業支援講習
都道府県林業労働力確保支援センター（連絡先は39頁参照）

体 験

林業見学・交流ツアー　2009年度開催実績（終了）
2009年春

宮城県 大崎森林組合ほか 6月20日（土）～21日（日）
埼玉県 秩父広域森林組合 6月27日（土）
茨城県 つくばね森林組合 7月4日（土）～5日（日）
北海道 札幌市森林組合 7月11日（土）～12日（日）
福井県 名田庄森林組合 7月18日（土）～19日（日）

2009年秋
広島県 太田川森林組合ほか 10月17日（土） 
山梨県 北都留森林組合ほか 10月24日（土）
奈良県 奈良県森林組合連合会ほか 10月31日（土）～11月1日（日）
神奈川県 小田原市外二ケ市町組合ほか 11月14日（土） 
徳島県 板野郡森林組合ほか 11月28日（土）
佐賀県 鹿島嬉野森林組合 12月5日（土）～6日（日）

●参加料：2日間＝3,000円、日帰り＝無料（集合場所までの交通費は自己負担）

北海道 10月13日～10月31日
青森県 4月20日～5月19日
岩手県 10月19日～11月11日
宮城県 4月6日～4月30日／11月16日～12月10日
秋田県 11月6日～12月2日
茨城県 4月13日～5月12日／10月13日～11月7日
栃木県 8月3日～8月28日／11月26日～12月21日
千葉県 4月13日～5月27日
東京都 4月15日～5月26日／10月14日～11月10日
新潟県 4月13日～5月9日／10月13日～11月6日
石川県 4月20日～5月20日／9月4日～10月5日
山梨県 4月13日～6月5日
長野県 6月29日～7月24日／11月9日～12月3日
静岡県 4月20日～5月29日／10月20日～11月27日
愛知県 4月8日～5月25日
三重県 10月6日～10月30日
京都府 6月22日～7月17日

大阪府 5月7日～5月30日／10月21日～11月14日
奈良県 4月7日～5月1日／11月25日～12月18日
和歌山県 11月4日～11月28日
島根県 4月20日5月22日
広島県 4月15日～5月15日
山口県 4月20日～5月22日
徳島県 5月7日～6月1日
香川県 5月20日～6月12日／11月19日～12月15日
愛媛県 4月22日～5月21日／11月26日～12月20日
高知県 4月29日～5月29日
福岡県 4月21日～5月28日
熊本県 10月19日～11月12日
鹿児島県 5月8日～7月1日
開催予
定なし

山形県、群馬県、埼玉県、神奈川県、滋
賀県、兵庫県、鳥取県、岡山県、佐賀
県、長崎県、大分県、宮崎県、沖縄県

特集 2森林の仕事ガイダンス

林業を学ぶ、試す、体験する

林業就業支援講習 学 習

林業就業支援講習　2009年度実施予定
福島県 2010年1月～2月予定
富山県 2010年2月1日～
福井県 2010年2月中旬～3月中旬
岐阜県 2010年2月2日～2月27日予定
島根県 2010年2月8日～3月5日

●講習料：無料（現地までの交通費、食費は自己負担）●講習修了者には宿泊補助あり

林業就業支援講習　2009年度実施実績（終了）
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PROGRAM
就職先で「緑の研修生」となり、林業技術を習得する時に
利用できる緑の雇用担い手対策事業。
その仕組みを紹介しよう。

●問い合わせ／全国森林組合連合会
TEL：03（3294）9712　
検索キーワード：緑の雇用

森
も り

林を守る担い手を支援
緑の雇用担い手対策事業

「
緑
の
研
修
生
」に
な
る
に
は
？

「
緑
の
研
修
生
」
と
は
、
緑
の
雇
用
担
い
手
対

策
事
業
、
通
称
「
緑
の
雇
用
事
業
」
を
利
用
し
て

研
修
を
受
け
る
人
を
指
す
。
森
林
組
合
や
民
間
林

業
会
社
な
ど
の
林
業
事
業
体
が
、
新
規
雇
用
者
に

規
程
の
研
修
を
行
う
時
、
事
業
体
に
対
し
て
国
か

ら
補
助
が
出
る
仕
組
み
だ
。
そ
の
た
め
緑
の
研
修

生
に
な
る
に
は
事
業
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
須
の
条
件
と

な
る
。

「
緑
の
研
修
生
」は
、

1
年
目
の
基
本
研

修
終
了
後
、
技
術

高
度
化
研
修
や
森

林
施
業
効
率
化
研

修
な
ど
、
さ
ら
に
高

度
な
技
術
・
技
能

を
身
に
付
け
ら
れ
る

制
度
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。

ど
こ
に
聞
け
ば
い
い
？

各
県
の
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
林
業
の
状
況
を
最
も
把
握
し
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
こ
こ
に
問
い
合
わ
せ
を
し
よ
う
（
39
頁
参

照
）。
ま
た
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
で
は
、
緑

の
担
い
手
候
補
を
総
合
的
に
支
援
し
、
情
報
を
提

供
す
る
場
と
し
て
、
毎
年
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
全
国
の
支

援
セ
ン
タ
ー
や
各
県

の
林
業
機
関
が
結

集
す
る
の
で
、
興
味

を
も
っ
た
地
域
の
ブ

ー
ス
を
次
々
と
た
ず

ね
る
こ
と
が
可
能

だ
。「
森
林
の
仕
事

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
つ

い
て
の
詳
細
は
次
ペ

ー
ジ
を
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

林業就業へのステップ

●林業見学・交流ツアー
に参加
●林業就業支援講習に
参加

体験／学習

●緑の研修生になる

就業＋緑の研修生
●森林の仕事ガイダンス
に参加
●各都道府県林業労働力
確保支援センターに相
談

相  談

Step 1 Step 2 Step 3

就 業

●詳しくはホームページで！
「緑の雇用」総合ウェブサイト
RINGYOU.NET
緑の雇用 検　索

全国森林組合連合
会が発行する情報誌
「Midori Press」は、
林業就業情報が満載。
「森林の仕事ガイダン
ス」などで入手できる
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HOW TO

1 2 3
受付で案内などの資料
を入手したら、相談票
に記入しよう。これが
各ブースを訪ねる時の
基本情報となる

受付＋相談票に
記入

各ブースやコーナーの案内
が聞けるオリエンテーショ
ンを受けよう。映像による
「森林の現状」や「就業ま
での流れ」も視聴できる

オリエンテーションを
受ける 相談コーナーは 3 種類。都道府県相談コーナーでは、県内事

業体の新規雇用予定や県レベルの支援内容などが聞けるほ
か、生活相談にも応じてくれる。全国森林組合連合会総合相
談コーナーでは、全国の幅広い内容に対応、「緑の雇用」の制
度に関する説明も聞ける。緑の研修生相談コーナーでは、全
国から集まった先輩による等身大のアドバイスを受けられる

相談コーナーへ

森
も り

林の仕事ガイダンス
共同説明会
歩き方と100％活用法
緑の研修生トークショーなど、
さまざまな催しが開催される「森林の仕事ガイダンス」。
林業就業に興味ある人はぜひ足を運びたい！

特集 2森林の仕事ガイダンス

受付

入口

資料・書籍コーナー
オリエンテーションコーナー

田舎暮らし
森林の仕事

体験・情報コーナー

都道府県
相談ブース

ステージ

森林の道具展示
匠の技に挑戦コーナー

チェーンソーアート実演森のつみ木広場

全国森林組合連合会
総合相談ブース

mapで見る　森林の仕事ガイダンス　◎2009年1月に開催された東京会場の様子

緑の研修生
相談ブース

間伐材木製品展示

※2010年の開催はイベント内容が変更になることがあります。

東京都森林組合の小峰雅丘
さんが高さ5メートルの杉の
木に登り枝打ちを実演。「森
の名手・名人100人」にも
選ばれた匠の技を披露した

2009年度のステージ
は古民家風。ゲストを招
いた「森林の大切なお
話」、緑の研修生による
「発見！森林の暮らし自
慢」などのトークショー
が繰り広げられた

ログビルダーで市原
自然樂校校長の栗田
宏武さんがチェーン
ソーアートを実演。
世界チャンピオンの
パフォーマンスで来
場者を魅了した

子どもを連れて来る人
のために国産の間伐材
で作られた積み木で
遊べる広場を提供

相 談
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梅田スカイビル

INFORMATION

OSAKA

2009年度 
森
も り

林の仕事ガイダンス
共同説明会 インフォメーション
2009年度の森林の担い手就業相談会
「森林の仕事ガイダンス」は、
東京と大阪、名古屋で大々的に開催！

入退場
自由

家族友人
連れ歓迎

履歴書
不要服装自由入場無料

主催：全国森林組合連合会
お問い合わせ　森林の仕事ガイダンス事務局
TEL：03（5786）7505
詳細はホームページで！

TOKYO

NAGOYA

●JR山手線秋葉原駅
　電気街口より徒歩2分
●地下鉄銀座線 末広町駅
　1・2番出口より徒歩3分
●地下鉄日比谷線 秋葉原駅
　2・3番出口より徒歩4分
●つくばエクスプレス 秋葉原駅
　Ａ1出口より徒歩3分
●駐車場：秋葉原UDXパーキング（有料）

●JR・近鉄・名鉄・地下鉄名古屋駅
　桜通口より徒歩8分
●地下鉄桜通線国際センター駅
　2番出口より徒歩1分
●駐車場：名古屋国際センター駐車場
（有料）

●

●

●

●

JR秋葉原駅

つくばエクスプレス
秋葉原駅

駅前広場

昭和通り

中央通り

神田消防署

ヨドバシAkibaビル

秋葉原
ダイビル

電気街

アキバブリッジ
電気街口

中央口

UDX・アキバスクエア

●

●

名
古
屋
高
速

江
川
線

名鉄
近鉄

桜通り

国際センター駅

地下鉄
桜通線

名古屋国際センター

名
古
屋
駅

●東京会場
2010年2月5日（金）13：00～18：00 ～6日（土）10：00～16：00

アキバスクエア

●名古屋会場
2010年1月15日（金）13：00～18：00 ～16日（土）10：00～16：00

名古屋国際
センターホール

●JR大阪駅
　中央北口より徒歩10分
●阪急梅田駅
　茶屋町口より徒歩10分
●駐車場：新梅田シティ駐車場（有料）

●大阪会場
2010年1月22日（金）13：00～18：00 ～23日（土）10：00～16：00

梅田スカイビル
タワーウエスト3F
ステラホール

地域 日にち 会場 お問い合わせ先
福井県 1月30日（土） （未定） 福井県森林整備支援センター
群馬県 1月下旬／2月中下旬 （未定） 群馬県森林組合連合会
高知県 2月6日（土） （未定） 高知県林業労働力確保支援センター
熊本県 2月6日（土） グランメッセ熊本 熊本県林業従事者育成基金
和歌山県 2月中旬 （未定） 和歌山県森林組合連合会
長野県 2月14日（日） 塩尻市総合文化センター 長野県林業労働力確保支援センター
大分県 2月20日（土）予定 大分県林業会館 大分県森林組合連合会
福岡県 2月28日（日） 天神ビル 福岡県水源の森基金
青森県 3月6日（土） アピオ青森 青森県森林組合連合会
福島県 3月 （未定） 福島県森林組合連合会

　2009年11月20日と21日の2日間、2009年度「森林の仕事
ガイダンス」の第1弾が東京国際フォーラムで開催された。全
国から20地域が参加して来
場者の相談に応じたほか、ス
テージでは緑の研修生による
トークショーを実施。好評を
博した。初日は平日開催とい
うこともあり会社員風の人も
立ち寄るにぎやかなイベント
となった。

林業就業相談会
「森林の仕事ガイダンス」
in東京国際フォーラム

地域でも
「ガイダンス」
を開催！

森林の仕事 検　索
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　全国農業図書

発行　全国農業会議所　　
〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8　
TEL. 03（6910）1131   http://www.nca.or.jp/tosho/

09年改訂！
就農に関する最新情報を掲載
　本書では、新規就農までの道すじや就農前に知っておくこと、また、
資金面や技術面、住宅の確保、経営作物の選定などをデータを用い
て詳しく紹介しています。
　さらに、就農にあたっての相談窓口や情報収集方法などについても
紹介しています。農業を仕事にしたいと考えている方には是非、読んで
いただきたい一冊です。
コード番号：21-05、Ａ5判・179頁
定価1,200円(税込)、送料実費

新規就農

始めよう！農業

第3版

監修　全国新規就農相談センター

ガイド
ブック

新規就農

この様な希望を持った
20～50歳代の人達が勉強しています。

4月入学の学生募集中
●資格：短大・大学卒、又は同等の者。農業初

心者でも可。
●期間：1年間
●入学時期：4月、10月
●経費：400,000／年間（入学金、学費、寮費、食費）

現在の仕事を続けながら、休日（土・日曜日）を利用し
て、農業の基本的な知識と技術を、実際に農場で土
に触れ、作物に触れながら勉強します。農業体験。有
機野菜、稲作、農産加工等の入門コース。有機農業
の専門コースがあります。

専修科コース

就農準備校

年間通して募集中
全国新規就農相談センター主催による、短期の農
業体験コース。年間通して皆さまが希望する時期に
体験できます。野菜、有機野菜、稲作、水耕栽培、酪
農、農産加工コースから選択。学生達と一緒に実習
します。

●短期農業体験コース
月曜日～金曜日の5日間、毎週実施。
●中期農業研修コース
　期間：1ヶ月間。毎月実施。
●農業実践コース
期間：3ヶ月間　開始月：4月・7月・10月・1月

　日本農業実践学園

新・農業人フェア
東京（1/23）、
大阪（2/13）出展 〒319-0315 茨城県水戸市内原町1496　FAX. 029（259）2647

URL：http://www.nnjg04.com/　E-mail：nichinou@atlas.plala.or.jp

問い合わせ

029（259）2002  担当／真下

農業体験コース

日本農業実践学園

・
自
然
の
中
で
農
業
が
し
た
い
。

・
本
格
的
に
農
業
を
学
び
た
い
。

・
農
業
法
人
に
就
職
し
た
い
。

・
安
全
・
安
心
な
食
物
を
作
り
た
い
。
農業をしたい、農業法人に勤めたい、定年後に農業をしたい等々考えている方、
誰もがすぐに農業ができるわけではありません。まずは、実際に土に触れ、作物や
家畜に触れ、育てる体験や研修をして、自分が本当に農業が好きなのか、生涯の
仕事として選択できるかどうかを見極めましょう。学園では、いろいろな体験・研修メ
ニューを用意して、何時でも、誰でも農業が体験、研修できるようになっています。

求人
情報

全国で有機農業を経営

（株）ワタミファーム 農

東京都大田区羽田1-1-3
watamifarm_2002@watami.net  http://www.watamifarm.co.jp

（株）ワタミファーム
03-5737-2802  担当：福田

【仕　事】農場運営とマネジメント
　　　（農場長候補）、農作業者ではありません

【給　与】21万～30万
【休　日】交代制、月間6日
【勤務地】全国の農場・牧場（大分・京丹後・
千葉・群馬・北海道）
【応　募】履歴書を同封の上、農業の志望動
機のレポート提出ご面接
農業を事業にするには経営者マインドが必要。農的暮らしの希望者では農業界
を変えられません。農業はハイリスクロウリターン事業。それでも農業を産業化しな
ければ日本の未来はありません。個人の新規就農では農業界の問題は解決し
ません。有機農業で環境を守り、日本農業を再生して農業界を変えましょう。

体力自慢の乗組員募集

（有）幸運丸 漁

〒288-0068　千葉県銚子市内浜町1744
FAX0479(44)5247

（有）幸運丸
0479（44）1098　担当：篠塚

【漁業種】中型まき網漁業
【　船　】19t
【仕　事】網揚作業
【資　格】普通自動車免許など（無くても良い）
【給　与】最低保障12万円（歩合制）
【休　日】日曜、祭日、GW、盆、正月、悪天候日
【勤務地】千葉県漁場
【応　募】書類選考後、面接
【備　考】船員保険、寮有り

広告主
募集中！

〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8
中央労働基準協会ビル
iju-info@web-iju.info

全国農業会議所　iju infoメディアチーム
お問い合わせ先

03（6910）1131

新コーナー「求人募集」で
社員・アルバイト等を
募集しませんか。

1/16頁で料金は2万円です。
まずはお気軽に

お問い合わせください。

新規就農応援します！

（有）梶原農場 農

〒408-0015  山梨県北杜市高根町下黒沢447
info@kajiharafarm.com http://kajiharafarm.com/

（有）梶原農場　　担当：代表　梶原雅巳
0551-47-5305

【仕　事】無農薬無化学肥料栽培野菜の生産、販売
【資　格】普通自動車免許（MT）
【給　与】135,000円～
【休　日】随時　
【勤務地】山梨県内
【応　募】メールまたは電話にて申し込み後面接
【備　考】労災・雇用保険加入、独身寮あります
野菜のおいしさを伝えたい。農業で大切なのは、
未来永劫続いていく事だと考えます。農薬も化
学肥料使わない、誰でも出来る有機農業を目
指しています。独立就農を考える若人来たれ。

未経験でも大歓迎！

（株）三豊セゾン 農

〒769-1611  香川県観音寺市大野原町大野原6076-2
sezon@mx81.tiki.ne.jp   http://ww81.tiki.ne.jp/̃sezon/

（株）三豊セゾン
0875-54-2075  担当：矢野匡則

【仕　事】栽培管理及び農作業全般
【資　格】普通自動車免許（AT不可）
【給　与】月額14万円～
　　　　（3ヶ月の試用期間は時給700円）
【休　日】週1日および月1日、盆・年末年始
【勤務地】観音寺市内農場
【応　募】電話メールで連絡後、面接を兼ねての体験
【備　考】社会保険完備、家族・住宅・通勤等手当て有り

減農薬・減化学肥料のレタス10haを中心に、グリー
ンリーフ、青ねぎ、紙マルチ使用の無農薬米を生産
しています。試用期間は、宿舎へ入居も可能です。
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沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
研
修
期
間
を

2
年
間
に
延
長

「
漁
業
研
修
制
度
」
は
本
格
就
業
を
前
提
に

行
う
研
修
制
度
で
、
経
験
ゼ
ロ
か
ら
で
も
漁
師

に
な
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

漁
師
に
な
り
た
い
人
を
支
援
す
る
機
関
で
あ
る

全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
、
国

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

研
修
は
い
わ
ば
試
用
期
間
。
年
に
4
〜
5
回

開
催
さ
れ
る
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
で
、
新
人

漁
師
を
募
集
し
て
い
る
漁
業
者
と
漁
師
志
望
者

が
面
談
を
し
て
、
採
用
さ
れ
れ
ば
現
地
で
の
研

修
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

沖合・遠洋漁業なら2年間。

「漁師になりたい！」その熱い思いを実現できるよう、
国の主導により漁業研修制度が設けられている。

平成14年にスタートしたこの制度が、今回さらにパワーアップした。

研
修
期
間
は
、
沿
岸
漁
業
で
乗
組
員
を
目
指

す
「
雇
わ
れ
型
は
半
年
間
」、
沿
岸
漁
業
で
自

分
の
船
を
持
ち
独
立
を
目
指
す
「
独
立
型
は
1

年
間
」
に
加
え
、「
沖
合
・
遠
洋
漁
業
（
大
臣

許
可
漁
業
）
は
2
年
間
」。

こ
の
漁
業
研
修
生
に
な
る
に
は
原
則
、
フ
ェ

ア
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以

外
で
も
漁
業
研
修
生
に
な
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
あ
き
ら
め
ず
に
問
い
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

な
お
、
フ
ェ
ア
の
開
催
情
報
は
全
国
漁
業
就
業

者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

●
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.ryoushi.jp/

漁業就業支援フェアに参加

漁業未経験者が 漁師になる道

年４～５回東京、大阪などで開催

漁師になるための相談会

漁業者と漁師志望者が面談

沿岸漁業の漁師になる場合

雇われ型 独立型

合　意

研修期間
半年以内

研修期間
1年以内

沖合･遠洋漁業（大臣許可
漁業）の漁師になる場合

研修期間2年以内

研修を
経て

世界中の海が仕事場となる
遠洋漁業
●漁場…赤道直下の太平洋からインド
洋、ニュージーランドやアルゼンチン近海、
さらに大西洋、アフリカ近海まで世界の
海が仕事場。●操業日数…漁場に着くま
でに時間を要するため、一度出港すると
短くて1カ月、長ければ1年半は戻って
こない。●漁法…遠洋マグロ延縄、遠洋
カツオ一本釣り、遠洋イカ釣りなど。航
海日数が長いため船は200トン以上の
大型船。

少し遠出する沖合漁業
●漁場…主に日本の200海里水域で操
業するが、範囲は広くグアム近海、ロシ
ア水域近くにも及ぶ。●操業日数…漁場
までの距離や魚種、漁法などによって幅
がある。2～ 3日の漁業もあれば1カ月
以上かかる操業もある。●漁法…近海マ
グロ延縄、近海カツオ一本釣り、沖合
底びき網、沖合イカ釣り、大中型巻き
網など。船の大きさは15トン～150トン。

日帰りの沿岸漁業
●漁場…基本的に日帰りできる水域。●操業日数…日帰りではあるが、早朝に
出港し昼ごろ戻る漁や、夕方に出て翌朝戻る漁など操業時間はさまざま。●漁法
…主な漁法は定置網、刺し網、小型底びき網、一本釣り、養殖、採貝・採藻だが、
地域によってさまざまな漁法がある。乗組員は1名～10名程度。船もほとんどが
5トン以下で、大きくても10トン未満。日本の漁師の約85％が沿岸漁業。

漁業
は大
きく分けて3タイプ

漁業研修制度を活用しよう！
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わ
が
国
の
水
産
業
を
支
え
る
大
黒
柱
で
あ
る

沖
合
・
遠
洋
漁
業
。
そ
の
衰
退
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
。
大
臣
許
可
漁
業
と
も
呼
ば
れ
る
遠
洋
近

海
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
、大
中
型
巻
き
網
漁
業
、

沖
合
底
び
き
網
漁
業
な
ど
の
沖
合
・
遠
洋
漁
船

の
数
は
、
昭
和
42
年
の
約
6
0
0
0
隻
か
ら
平

成
17
年
に
は
1
9
0
0
隻
を
切
る
ま
で
に
激
減

し
た
。
と
く
に
深
刻
な
の
が
遠
洋
漁
業
。
遠
洋

マ
グ
ロ
船
だ
け
を
見
て
も
、
平
成
10
年
の

6
6
3
隻
か
ら
平
成
20
年
の
4
0
7
隻
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
。
当
然
、
就
業
者
数
も
減
り
、

高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
魚
の
供
給
が
で
き
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
…
そ
ん
な
危
機
感
か
ら
、
将
来

を
担
う
若
い
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
沖
合
・

遠
洋
漁
業
で
は
将
来
の
幹
部
船
員
を
目
指
す
場

合
の
研
修
期
間
が
2
年
間
に
大
幅
延
長
さ
れ

た
。「

世
界
の
海
を
股
に
か
け
、
魚
を
捕
り
た
い
」

そ
ん
な
憧
れ
を
強
く
も
っ
て
い
る
な
ら
今
が
チ

ャ
ン
ス
！　

ま
ず
は
、
遠
洋
漁
業
の
実
態
を
知

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
宮
城
県

北
部
船
主
協
会
の
遠
洋
マ
グ
ロ
船
を
例
に
紹
介

し
よ
う
。

乗
組
員
の
構
成
は
？

遠
洋
マ
グ
ロ
船
の
大
き
さ
は
平
均
4
0
0
ト

ン
。
乗
組
員
20
〜
25
人
の
う
ち
船
頭（
漁
労
長
）、

船
長
、
機
関
長
な
ど
の
幹
部
船
員
は
6
〜
8
人
。

一
般
船
員
の
多
く
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ

ム
、
キ
リ
バ
ス
な
ど
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る

の
に
対
し
、
幹
部
船
員
は
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
。

た
だ
し
、
平
均
年
齢
が
50
歳
代
以
上
と
幹
部
船

員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

年
間
、
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

一
航
海
の
期
間
は
1
年
か
ら
1
年
半
。
最
初

の
漁
場
に
到
着
す
る
ま
で
、
距
離
に
よ
っ
て
2

週
間
か
ら
45
日
程
度
か
か
る
。
魚
を
追
い
求
め

て
移
動
す
る
の
で
、
例
え
ば
北
半
球
が
冬
場
の

9
月
〜
3
月
ま
で
操
業
し
た
後
に
、
冬
を
迎
え

る
南
半
球
に
漁
場
を
移
し
て
4
月
〜
9
月
ま
で

操
業
す
る
こ
と
も
あ
る
。

1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

4
〜
5
時
間
か
け
て
投と
う
な
わ縄

し
た
後
、
魚
が
か
か

Q&A

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

出港

漁場到着

漁場出発

帰港
休暇

移動

移動

操業

休暇

遠洋マグロ船の
年間スケジュール例

投縄

06:00

魚がかかる
のを待つ間、
休憩を取る

1日のスケジュール例
10:00

14:00

03:00

待機

揚縄

休憩

12～13時間かかるため、途中
交代で食事、休憩、睡眠を取る

延縄を海に
入れていく

遠洋漁業の乗組員と役割
船頭(漁労長) 漁場の選定・決定権などをもつ船の最高指揮者
船長 運航の指揮監督、組織をまとめる最高責任者
機関長 エンジンや他の機器に関する最高責任者
通信長 無線などにより他の漁船や陸上との連絡を取る
一等航海士 甲板部の主任者として甲板部を指揮監督する
一等機関士 機関長を補佐し、機関部の業務を行う

甲板長 甲板部の職長
操機長 機関部の職長
司厨長 コック長として船員の食事を担当する

漁場は１カ所だけ
でなく、魚群を求
めて移動する。移
動中は貴重な休
日となる

※船頭が船長の役割も担うなど兼務することも多い

冷凍長 冷凍部の職長

大漁のマグロをクレーンで水揚げ

今、若い力
が

必要とされている
“遠洋漁業について知りたい！”
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る
の
を
4
時
間
待
つ
。
そ
れ
か
ら
12
〜
13
時
間

か
け
て
縄
を
揚
げ
て
い
く
。
4
時
間
ほ
ど
休
ん

だ
ら
、
ま
た
投
縄
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
毎
日
繰

り
返
す
。
投
縄
は
4
〜
5
人
、
揚あ
げ
な
わ縄
は
ほ
ぼ
全

員
で
行
う
が
、
交
代
で
作
業
し
て
そ
の
間
に
休

憩
や
食
事
、
睡
眠
を
取
る
。

給
料
や
保
険
は
？

給
料
は
「
基
本
給
＋
航
海
日
当
＋
諸
手
当
」

に
、
一
般
の
ボ
ー
ナ
ス
に
あ
た
る
水
揚
げ
奨
励

金
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
雇
用
先
の
船
や
漁
獲
量

に
も
よ
る
が
、
一
般
船
員
で
月
額
30
万
円
以
上
、

幹
部
船
員
な
ら
60
万
円
く
ら
い
（
税
込
み
）。
一

番
高
い
の
は
漁
船
の
最
高
指
揮
者
で
あ
る
船

頭
。
水
揚
げ
金
額
が
多
け
れ
ば
、
年
収

1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。

保
険
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
に
相
当
す
る

船
員
保
険
を
は
じ
め
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
、

厚
生
年
金
へ
の
加
入
と
な
る
。

船
に
個
人
の
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
？

幹
部
船
員
に
は
ベ
ッ
ド
、
机
、
ロ
ッ
カ
ー
、

ミ
ニ
冷
蔵
庫
な
ど
が
完
備
さ
れ
た
個
室
が
与
え

ら
れ
る
。
一
般
船
員
に
つ
い
て
も
個
室
か
2
人

部
屋
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
て
も
せ
い
ぜ
い
4

人
部
屋
。
テ
レ
ビ
は
電
波
の
関
係
で
見
ら
れ
な

い
が
、
ベ
ッ
ド
の
脇
に
個
人
で
D
V
D
機
器
を

持
ち
込
み
映
画
な
ど
見
る
船
員
も
多
い
。

食
事
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

1
日
4
食
分
を
司し
ち
ゅ
う厨
長
（
コ
ッ
ク
長
）
が
作

っ
て
く
れ
る
。
最
近
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を

は
じ
め
と
す
る
外
国
人
の
コ
ッ
ク
長
も
多
い
が
、

天
ぷ
ら
な
ど
和
食
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
肉

な
ど
の
食
材
は
出
港
時
や
寄
港
時
に
積
み
込
む

ほ
か
、
野
菜
や
果
物
な
ど
生
鮮
食
料
品
は
洋
上

の
補
給
船
か
ら
調
達
す
る
こ
と
も
多
い
。

船
上
で
病
気
に
な
っ
た
ら
？

船
に
は
医
薬
品
が
常
備
さ
れ
て
い
る
上
、
国

家
資
格
を
も
つ
衛
生
管
理
者
が
乗
り
組
ん
で
い

る
。
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
洋
上
で
処
置
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
、
衛
生
管
理
者
な
ど
が
電
話
で
医

師
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
治
療
す
る
こ
と
も
あ

る
。
最
近
で
は
A
E
D
を
搭
載
し
て
い
る
船
も

多
い
。
緊
急
時
に
は
、
沿
岸
各
国
の
救
難
ヘ
リ

が
救
助
に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
。

携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
は
使
え
る
？

洋
上
で
は
一
般
の
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
使
え
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

船
に
設
置
さ
れ
た
機
器
を
通
じ
て
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
。

航
海
中
の
寄
港
の
ペ
ー
ス
は
？

船
の
燃
料
は
約
3
カ
月
で
な
く
な
る
の
で
、

そ
の
前
に
寄
港
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

洋
上
を
巡
回
す
る
タ
ン
カ
ー
船
か
ら
燃
油
を
補

給
し
、
3
カ
月
以
上
寄
港
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

「漁業就業支援フェア」
開催！

●大阪会場

2010年1月23日（土）
12：30～16：00（受付終了15：30）

OMMビル Fホール
●東京会場

2010年1月30日（土）
12：30～16：00（受付終了15：30）

東京国際フォーラム D7ホール

気仙沼市にある福徳漁業株式会社所属の
遠洋マグロ延縄漁船「福徳丸」

船内には多くの機器が
装備されている

外国人スタッフとのコミュニケーションも大切。
「福徳丸」の乗組員とOBの皆さん

出港時には長い航海の無事を願って
多くの人が見送りにくる

写真提供：福徳漁業株式会社（22～ 23頁）

※詳細は全国漁業就業者確保育成センターのホームペ
ージをチェック！

漁師　全国センター 検　索
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歩き方

案内掲示板やパン
フレットを見ても
ブースの場所がわ
からない場合は、
ここでたずねよ
う。

インフォメーション
ワン
ポイント
②

4 枚複写式だ。カードを使いきったら、
もう一度受付でもらおう。

受付でパンフレットや会場マップなどの資料が
入った手提げ袋を受け取ろう。
次に記入コーナーでブース訪問カードに記入をし
よう。これはブースで担当者に渡す簡易履歴書の
ようなもの。希望
や相談内容が一目
で分かるように丁
寧に書こう。

受付・ブース訪問カードに記入1

新・農業人フェアの
歩き方
農業を仕事にしたい人のためのイベント「新・農業人フェア」。
全国から多くの自治体や農業法人がブースを出展している。
就農相談や会社説明を受けられるだけでなく、
ガイダンスや講演もあるので情報を集めに行ってみよう！

入口付近には、特大サイズのパネルが掲示されて
いる。ここでブースの位置を確認し、どこをどう
回るか、自分なりにシミュレーションしてから回
ろう。

案内掲示パネルを見る2

いざ、各ブースへ！3

http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

ワン
ポイント
①

ブース訪問カード

24
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開場から終了時までずっと行列ができてしまう相
談窓口。ここに並ぶ時間は惜しいので、フェアのパ

ンフレットに載っている情報をよく読
んで、ある程度自分で方向性を固めて
からブースを訪ねたい。

受け入れ農家で研修を受けた後に独立したい、家
族で地方へ移住して農業をやりたい……と考えて
いる人は、あらかじめ行きたい都道府県の候補を
挙げ、その県のブースに相談をしよう。助成制度、
農地の取得方法など、県によってさまざまな支援
策があるので、積極的に質問するのが得策だ。

農業で独立を目指す人

農
業
で
独
立
を
目
指
す
人

ワンポイントアドバイス

B

どのブースに行けばいいかわからない、農業のこ
とがよくわからない、今後の進路（転職）を迷っ
ている……という人は、「なんでも総合相談窓口」
に行ってみよう。相談員がさまざまな質問に答え
てくれる。

迷っている or わからない人D

安定した収入を得て家族を養いながら農業をやり
たい、技術だけでなく農業経営も学んでいずれ独
立したい……と考えている人は、農業法人へ就職
する道がある。全国のエリアごとに法人のブース
が設けられているので、そこを目指そう。

なんでも総合相談窓口
ワン
ポイント
③

会場の中央にはイスが多数置かれ、手にした資料
を読んだり、休憩したりできる自由なスペースと
なっている。せっかくの機会なので、ほかの来場者
と積極的に会話を交
わすなど、情報交換
の場として使いたい。

コミュニケーションコーナー
ワン
ポイント
④

ここでは、新規就農の総合的なガイダンスや、新
規就農者・農業法人就職者の体験発表、学校の説
明などが 20 分ずつ行われる。タイムスケジュール
はフェアのパンフレットにあるので、聞いてみたい
内容を選んで聴講しよう。この発表者が相談を受
ける先輩交流コーナーも設けられているので、興味
をもった発表者と直接会話できるチャンスも。

セミナーコーナー
ワン
ポイント
⑤

農業法人に就職したい人A

知識も農作業も基礎から学びたい、同じ目的をもっ
た仲間と一緒に学べば続けられそう……と考えて
いる人は、農業関連の学校やインターンシップコー
ナーなどのブースが集まっている「農業学習・体
験エリア」に足を運ぼう。全国各地に校舎を構え
ている学校もあるので、通いやすいところを選ぶ
のも一つの目安。

学校で一から学びたい人C

2009年度開催情報  開催時間10：30～16：00）

※会場までの案内図は、ホームページをご覧ください。

池袋サンシャイン
梅田スカイビル

ワールドインポートマート4F
アウラホール

2010年  1月23日（土）
2010年  2月13日（土）

東京
大阪

25
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　財団法人 やまぐち農林振興公社

　山口県内での就農や農業法人への就業などに関心がある方を対象に、新規就農者の農業経営の現地見学や意見交換を
通じて、農業への理解を深めていただくことを目的に開催しています。
　次回の詳細は、ホームページ（http://www.y-agreen.or.jp）でお知らせしています。就農・就業に興味のある方は是非ご
参加ください。

財団法人 やまぐち農林振興公社
〒753-0821  山口県山口市葵二丁目５番69号（山口県葵庁舎１階）
TEL  083（924）8900　　FAX  083（924）5719
E-mail  yashuno@y-agreen.or.jp　http://www.y-agreen.or.jp

就農・就業を希望される方へ  「第３回就農現地見学会」のお知らせ

やまぐちの豊かな自然の中で
夢を実現しませんか！ おいでませ！

山口へ

●開催日：平成22年2月20日（土）※予定
●場所：県内の新規就農者、農業法人の農場
●募集人数：20名程度
●参加料：1,500円程度（昼食代等）
●募集期間：1月25日（月）～2月9日（火）
●主催：財団法人やまぐち農林振興公社

　山口県では、県外在住の方に、本県への定住のきっかけづくりとしていただくため、「里山暮らし体験」を行っています。3月下
旬に開催する予定としていますので、この機会に、参加を検討されてはいかがですか。
　詳細は、ホームページ「http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a17700/sato-teiju/top.html」に掲載しています。

UJIターンをお考えの方へ「里山暮らし体験」のお知らせ

●開催日：平成22年3月下旬
●場所：山口県美祢市（秋吉台国定公園のある自然豊かなまち）
●概要：森の駅（自然体験施設）を拠点に
　　　　里山体験・宿泊
●メニュー：ツリーハウスづくり、木工クラフト、
　　　　　ピザづくり体験、Iターン者宅訪問、
　　　　　空き屋見学など

新・農業人フェア
東京（1/23）
大阪（2/13）出展

農林漁業への就業に関する総合相談窓口

◎里山定住についてのお問い合わせは
山口県農林水産部森林企画課
〒753-8501　山口県山口市滝町1-1
TEL 083（933）3460　 FAX 083（933）3479
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富山県で畜産経営に
チャレンジしませんか？

＊農場についての詳しい情報が必要な方や農場見学を希望される方は、下記の問い合せ先までご連絡ください。

畜産を経験された方、また、新規に畜産経営を行ってみたい方はご連絡ください。
なお、詳細については農場所有者との話し合いになります。

一緒に経営を行ってくれるパートナーを募集している農場

県内の畜産経営者の中には、現在、後継者不足等により、農場継承（売却・賃貸）を希
望している、または、一緒に経営を行ってくださるパートナーを募集している農場があ
ります。日本の真ん中、自然豊かな富山で畜産を始めてはいかがでしょうか。

【肉用牛】（賃貸）

所在地 富山市
飼養規模 120頭規模の肥育可能
土地面積 施設用地……696.6㎡（借地）
 採草放牧地…35,000㎡（借地）
施設 肥育舎3棟　堆肥舎1棟
 機械庫1棟

農場の特徴
　○施設周辺に採草放牧地があり、自給飼料が生産できる環境
賃貸条件等
　○借地料程度の支払いで可、○水田1.3haも賃貸したい意向

農場の特徴
　○近隣に2戸の酪農家がある

賃借条件等
　○売却・賃貸可能

【酪　農】（売却・賃貸）

所在地 南砺市
飼養規模 34頭の搾乳可能
 （繋ぎ飼い、パイプライン）
施設用地 畜舎……300㎡
 採草地…60,000㎡（借地）
施設 牛舎1棟　堆肥舎2棟　
　　　　　機械庫2棟 農場の特徴

　○施設周辺に採草放牧地がある、○良質な自然水が利用できる
賃貸条件等
　○希望すれば賃貸も可

経営者の考え
○敷地は地元の養豚組合から借りています。環境対策には特に気を配っています。
○まず、会社の構成員になって一緒に働いてもらい、いずれ農場継承を希望する方を探しています。

【肉用牛】（売却・賃貸）

所在地 南砺市
飼養規模 90頭規模の肥育可能
土地面積 施設用地……816㎡
 採草放牧地…30,000㎡（借地）
施設 肥育舎１棟　堆肥舎1棟

【養　豚】

所在地 南砺市
飼養規模 繁殖母豚…300頭、肥育・育成豚…3,000頭
土地面積 繁殖舎1,600㎡、肥育舎1,800㎡
 育成舎1,080㎡、敷地面積23,000㎡（組合有）
施設 繁殖舎4棟　肥育舎4棟　育成舎3棟
 堆肥舎2棟、浄化槽(脱水機付)1基
構成員 経営主(58歳 )、妻、従業員3人

富山県農林水産部農業技術課
畜産振興班
〒930-8501  富山市新総曲輪1番7号
TEL： 076（444）3288
FAX： 076（444）4409

社団法人 富山県農林水産公社
農業担い手育成課
〒930-0096  富山市舟橋北町4番19号
TEL： 076（441）7396
FAX： 076（444）3851
URL：http://www.taff.or.jp
E-mail：nou6@taff.or.jp

Toyama

農場継承（売却・賃貸）を希望している農場　売却価格・賃貸料等については農場所有者との話し合いになります。
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長野県　飯田市

お問い合わせ先

〒395-0817　長野県飯田市鼎東鼎281
FAX. 0265（52）6181　E-mail：worholi@city.iida.nagano.jp
ホームページ：http://www.city.iida.lg.jp/waki/

0265（21）3217

長野県飯田市役所農業課内
ワーキングホリデー事務局

●日程／第1回：4月28日（水）～5月1日（土）3泊4日
第2回：5月2日（日）～5月5日（水）3泊4日

●宿泊／作業をする農家(食事は、初日の夕食から最終日
の昼食まで付きます。)
●作業内容／リンゴや梨の摘花・摘果作業、野菜・酪農・
花卉等の作業。

●募集人員／未定。(受入農家数によりますので、応募者
多数の場合はご参加いただけない場合があります。)

●参加費用／なし。（往復交通費は参加者負担。）
●参加資格／農業に関心・興味をお持ちの方で、農作業
をまじめにやってみたい方。16歳以上70歳未満。性別
は問いません。お子様やペットの同伴はご遠慮ください。
●申込期限／ 3月16日（月）必着（申込受付は3月2日
（月）からの予定です。）
●応募方法／ワーキングホリデー飯田のホームページ又は
所定の参加申込書によりお申し込みください。

　＊参加申込書は、電話等でご請求ください。＊電話での参
加申込みは受け付けておりません。ご了承ください。

●参加の可否／参加いただく20日程度前までに事務局よ
りお知らせします。

募集要項
空明るく、風匂やかなるまちと詠われる南信州飯田。南アルプスと中央アルプスに囲まれた果樹
園では、リンゴや梨、桃の木々が春の訪れを静かに待っています。今春も、ここで農作業をお手伝
いしてくれる「ワーキングホリデー」参加希望者を募集します。これは、「観光向けの農業体験」で
も「農業研修」といったものでもありません。農作業でとても忙しい農家のお手伝いをしていただ
くもので、お客様扱いはできません。でも農家の生活にどっぷりと浸かり、畑で汗を流し、いろん
なことを教わりながらの4日間は生産の喜びや食べ物の美味しさを実感できるものと思います。
都市では経験できないことも多く、また、農家の方ともふれあえる、めったにないチャンスですよ。

新・農業人フェア  東京・池袋会場＜1月23日（土）＞に出展！  お待ちしています。

○自然の中で、何も考えずに作業をすることは人間にとってとても大切な時
間の過ごし方だと思います。色々な自分のことを思い起こすきっかけにな
ると思います。
○農作物は「売られている物」なのではなく「育てられたもの」だと実感でき
ます。
○「摘花」という作業の存在を今回初めて知り、１つ１つ手で行うということ
の大切さと、農作業の大変さを実感した。後半は雨だったので、晴天と
雨天、両方の農作業を体験することができて良かった。

○天気に関わらず立ち仕事で大変
なお仕事だと思いました。りんご
や農作物への思い、大切に育て
られた物でありがたく、スーパーで
の見方が変わりました。自然の
中での作業は体験できてよかっ
たです。
○とても貴重な体験が出来ました。
以前から農作業は好きですが、
農業となると好きだけでは困難な
事も多いと正直感じました。

農作業のお手伝いをし、汗を流す。
農家でごはんを食べる、宿泊する……。
南信州・飯田市で4日間だけの農業体験。

リンゴ摘花作業

春のリンゴ園

2009年春に参加された方の言葉から

長野

松本

岡谷

至名古屋

至豊橋

至山梨、東京
中央自動車道

新幹線

JR飯田線

塩尻

飯田市

小諸 軽井沢

信濃大町

北の大自然の中で汗を流し、
夜には満天の星を眺める生活を一度体験してみませんか。
新しい自分を発見できるかもしれませんよ。

1　実習開始時期
畑作・酪農：4～ 5月頃の予定
で原則３か月以上

2　応募資格
21～ 35歳の男女で普通自動車
の免許を持っている方

3　実習内容
畑作：野菜類の種苗植え・除草
作業・収穫作業など

4　宿泊施設
　宿泊研修施設等
　（バス・トイレ付き個室、自炊）

5　実習時間
　原則8時間
　畑作：午前8時～午後5時
　酪農：午前6時～午後9時
　※実習先により異なる

6　定員
特にありませんが、
受入れ先や予算の範囲内で

●ステップ1
新規就農にあたっては、農業の知識
と経験を身に付ける必要がありま
す。そのための研修期間を制度化
し、あなたの就農をサポートします。

●ステップ2
研修期間が終わると、今度は独立。
独立資金は小さくはないので、資金
面でもあなたの就農をサポート。

●ステップ3
独立してもすぐに農業経営が軌道
に乗るわけではないので、軌道に乗
るまであなたの就農をサポート。

農業実習生募集情報 新規就農者募集情報

北海道 遠別町（日本最北の米どころ）

〒098-3543　北海道天塩郡遠別町字本町3丁目　　FAX 01632（7）3695
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/agriculture/top.htm
メールアドレス　農業実習：nougyou@town.embetsu.hokkaido.jp
　　　　　　   新規就農：nourin@town.embetsu.hokkaido.jp

01632（7）2111
農業実習生担当／農業委員会　　新規就農者担当／経済課農林係
遠別町役場

豊かな自然に囲まれた
北の大地で
心地よい汗を流してみませんか
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天塩町

札幌

旭川

帯広

稚内

募集情報

　北海道  天塩町

〒098-3398　
北海道天塩郡天塩町新栄通8丁目
1466-113
FAX.01632（2）2659

01632-2-1001

天塩町は、日本最北の都市稚内市から
約６０ｋｍ南に位置する農業と漁業のまちで、
人口約3,600人に対して
牛は13,000頭おり、
自然にとけこんだ農業を実践しています。　　　
春夏秋冬の移り変わり、
天塩でしか経験できないことが
たくさんあります。
是非、一度お立ち寄り下さい。
新規就農・農業研修（実習）生を
随時、募集しています。
あなたの手で手塩にかけた酪農を手がけて見ませんか。
現在、２組の研修生が
新規就農に向け奮闘中です。

○新規就農者募集
・リレー方式による経営継承
・宿泊施設（トレーラーハウス）用意
※無償貸付
・町補助金制度により、800万円の助
成があります。

○農業研修（実習）生募集
・受入農家登録制度による、研修先の
紹介
・18歳から35歳までの方
・普通自動車免許取得者

お問い合わせ先

北海道天塩町
農業後継者対策協議会事務局
（天塩町役場経済課農業振興係内）

て　しお

詳しい内容は、１度お問い合わせのうえ
ご確認下さい。

2月19日（金）10：00～16：00
ごうぎん広島ビル3階会議室
広島県広島市中区立町1-23
予約：0855-23-5911／090-4654-7690
center-hamada@bz03.plala.or.jp

※1時間程度の個別相談会です。参加には予
約が必要です。予約のお電話は、平日9：00
～17：00でお願いします。携帯・メールでの予
約は随時受け付けております。

3月6日（土）10：30～17：00
にほんばし島根館
東京都中央区日本橋室町1-5-3福島ビル1階
予約：0852-20-2871／090-4654-8380
k-nonaka@agri-shimane.or.jp

1月22日（金）10：00～16：00
島根ビル9階会議室
大阪府大阪市北区西天満3-13-18
予約：東京会場と同様

東　京

大　阪

〒690-0888
島根県松江市北堀町15番地元県第3分庁舎3階
FAX　0852（31）9864

0852（20）2871

　財団法人 しまね農業振興公社

東京・大阪・広島で
農・林・漁業の相談会を開催！

財団法人　しまね農業振興公社

広　島

農林漁業に
就職したい

農業の経営者
になりたい

体験・研修を
受けてみたい

情報収集
をしたい

高知県立農業大学校  研修課「窪川アグリ体験塾」

高知県立農業大学校
研修課「窪川アグリ体験塾」新・農業人フェア

「高知県ブース」
（東京1/23、大阪2/13）

〒786-0042　高知県高岡郡四万十町黒石665
FAX. 0880（24）1272
0880（24）0007  担当／川瀬、前田

就農希望者長期研修新いなかビジネススクール
　Ｉ・Ｕターン等で就農を目指す方に、
宿泊しながら自主的に学べると好評の
メニューです。
　目的や希望（野菜・水稲・果樹・農業機
械等）に応じて、主体的に研修できます。
　栽培実習を中心に、農業大学校（教
育課）での聴講、先進農家や農業技
術センターでも研修できます。新たに、
熟年コースを設けました。
　お気軽にご相談ください。

20名程度
研修費：1日480円
食事代：朝食200円、昼食400円、夕食400円
※宿泊施設と食堂を完備
研修期間：  
「一般コース」3、6、12ヶ月コース
「熟年コース」3、6ヶ月コース（原則）
※要面接。随時受付。
※宿泊無料（要：シーツクリーニング代）

内
容

定
員

受
講
料

U
R
L

備
考

http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.
lg.jp/kikan/agri/

http://www.pref.kochi.lg.jp/̃nousei/
newinaka/

随時募集中！！
見学　来校　大歓迎

長期研修生、
新いなかビジネススクール受講生

　新いなかビジネススクールは、「農業
にチャレンジしてみたい」「農業の勉強を
したい」という就農を希望する方のため
に、高知県が実施しています。
　就農するために必要な知識や技術を
インターネットで学ぶことができます。
　卒業要件には、現地スクーリング（農
作業体験・先進農家視察等）への参加
が必要です。
　

50名
受講料：無料
スクーリング参加費：1日480円

スクーリング日程
平成22年 1 月 22日（金）～24日（日）
 3 月 5 日（金）～ 7 日（日）
 6 月 18日（金）～20日（日）
 9 月 10日（金）～12日（日）
 11 月 26日（金）～28日（日）
平成 23年 3 月 4 日（金）～ 6 日（日）

●新規就農相談会　茨城県で農業を始めたい方
●農業法人就職相談会　農業法人等に就職したい方
●さとやま生活相談　茨城県で田舎暮らしをしたい方
●農業に関心がある方はどなたでも

農業するなら
茨城がいいよね。

平成22年2月6日（土）11:00～16:00
HOTEL CANKOH［霞ヶ浦観光ホテル］
茨城県土浦市川口2-11-31

財 団 法 人 　 茨 城 県 農 林振興 公 社
〒311-4203　水戸市上国井町3118-21

　029（239）7131　URL：http://www.ibanourin.or.jp

日時

場所

農業するなら
茨城がいいよね。

新・農業人フェア   i n   い ばらき
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青森県で、
「本格的に農業を始めたい」
「農業分野での就職を考えている」
「親の経営を継承したい」など…。 

新しく農業を始めたい、農業分野に就職し
たいと考えている皆さんからの相談を受け付けて
います！

農業の具体的なイメージを固めるための農作業
体験研修を行っています。
○研修生要件：新規就農希望者
○研修期間：６日間
○研修内容：県内農家での農作業、農業生

活の体験など
○参加費：無料（交通費、傷害保険等は自己

負担）

「農業を始めたいが独立は難しい」
「独立を目指して農業法人や農家で働きたい」な
ど…。

農業の就職先を紹介・斡旋します！
人手の足りない農業法人や農家が皆さんをお待
ちしています。

「農業研修のための資金が必要」
「就農の準備資金がほしい」
「営農初期に必要な営農費、生活費の支援が
ほしい」など…。

就農を目指す方 を々資金面で支援 !!
資金に関する相談を受付中です。

はじめの一歩「就農相談」受付中！ 農業体験でイメージを固めよう！

青森県新規就農相談センター（社団法人青い森農林振興公社）

青森県青森市新町二丁目4-1 青森県共同ビル6階
FAX. 017（734）1738
URL http://www.aoimori-norin.jp

●お問い合せ先

017（773）3131

青森県では、広く豊かな農地や夏の冷涼な気候などを利用した
野菜、果樹の生産が盛んです。

特に、りんご、ながいも、にんにく、ごぼうの収穫量は全国第１位。
ほかにも、さくらんぼ、露地メロン、だいこん、にんじん、
夏秋トマト、こかぶなどが盛んに生産されています。

農作業に関する職業を斡旋します！ 無利子資金の貸出で就農サポート！

青森県新規就農相談センター
（社団法人青い森農林振興公社）

決め手は青森県！
就農するなら
青森県!!

あなた
にピッタリの「農業」

一緒に考えます♪

　ひょうご就農支援センター

ひょうご就農支援センター
　  078-371-3011　　　　　 

お問い合わせ

©兵庫県２００７

学生や農業未経験の方から社会人まで、就農希望者や
農業参入希望企業の方の就農相談から、
就農・経営確立まで継続して支援します。

☆兵庫県は、北は日本海、南は瀬戸内海から太平洋に面し、多様な自然条件の魅力
あふれるところ。京阪神の大消費地を控え、多種多様な農業が展開されています。
☆多彩な兵庫県の生産品全国出荷量ランキングは・・・
酒米…１位　黒大豆…３位　レタス…３位　玉ねぎ…３位　カーネーション…３位
など、他にも多数！！！

兵庫県で農業を
始めたいけど、
何か支援制度は
あるのかな？

未経験なので、
まずは農業を
体験してみたい！！

農業の研修機関や
関係機関を教えて
欲しい！

企業だが農業に
新規参入したい！！

〒650-0004　神戸市中央区中山手通7-28-33
兵庫県立産業会館3F

FAX:078-371-3012
e-mail:hyogo-shunou1@true.ocn.ne.jp
URL:http://www.hyogo-shunou.jp/
担当／寺尾・村瀬までお気軽にお問い合わせ下さい(月～金：9:00～17:00)

●継承にあたっては、行政や農業委員会、JA、普及機関などがチームを組んで
　コーディネートします。
●必要に応じて税理士などの専門家を派遣し、権利関係も明確にします。

やまぐちで
農場の経営を受け継ぎませんか！

日本版ファームオン事業

経験豊富な経営者が
技術や経営管理の
ノウハウを教え、

販路・農地・管理施設などの
経営資産をあなたに
バトンタッチします。

後継者がいない
農場の経営を
継承しませんか？

継がせたい私が、ここにいる。つくりたい私が、ここにいる。

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

山口県庁

至小郡 至宮野

至山口駅
至小郡

KRY山口放送

合
同
庁
舎

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

埋蔵文化財センター

消防署

市民会館

中央郵便局

県立美術館

市役所

亀山公園

県立博物館

山口県農業会議
山口県自治会館内

　山口県農業会議

＜申し込み・問い合わせ先＞

山口県農業会議

〒753-0072  山口県山口市大手町9-11　山口県自治会館2階
FAX. 083（932）2393
URL：http://www1.ocn.ne.jp/̃nouhozin/index.html

083（923）2102  担当／松崎、寺内

新・農業人フェア
東京（1/23）

大阪（2/13）出展

　全国農業図書

発行　全国農業会議所　　
〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8　
TEL. 03（6910）1131   http://www.nca.or.jp/tosho/

　本書では、34人の新規就農者の就農の動機、農地や技術の習得、
資金や住宅の確保など、就農するための取り組みを掲載。自分の体験を
もとにした就農希望者へのアドバイスなどを余すところなく紹介しています。
　農業を始めるにあたって、また、始めた後にぶつかった問題を、どう
乗り越えていったのか、それぞれの経験が語られています。

新・農業人の奮闘記を綴った
就農マニュアル

コード番号20-34、A5判、196頁
定価1,000円(税込）、送料実費

列伝　第五集

全国新規就農相談センター 編

新規参入事例集

新・農業人列伝　第四集
－新規参入事例集－　全国新規就農相談センター 編
コード番号18-34、A5判、95頁、定価700円(税込）、送料実費

新刊！
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　社団法人 新潟県農林公社

社団法人新潟県農林公社　青年農業者等育成センター
新潟市中央区新光町15番地２　TEL ０２５（２８１）３４８０　FAX ０２５(２８１）３４８１　E-Mail  ikusei@niigata-inet.or.jp

●
農
業
法
人
等

　
組
織
受
入
タ
イ
プ

　
体
験
：
1
泊
2
日

　
短
期
研
修
：
2
泊
3
日

●
農
業
集
落
受
入
タ
イ
プ

　
体
験
：
1
泊
2
日

新
潟
県
は
U
I
J
タ
ー
ン
の
皆
様
を

応
援
し
ま
す
。

ま
ず
は
体
験
！　
　

  

…
百
聞
は
一
見
に
如
ず
！

●お問合せ先

宿泊
無料

関川村上野新地区
人口7000人弱の村。モデル地区
は30戸でまとまり抜群。写真はギネ
スブックにも載る「大したもん蛇まつり」

魚沼市福山新田地区
雪国・新潟の典型的な集落。集
落に伝わる伝統行事・食文化な
ど都会人には魅力一杯

十日町市天水越地区
日本三大薬湯・松之山温泉やスキ
ー場、近くにはブナ「美人林」など。
越後の奇祭・婿投げ発祥の地

柏崎市の受入組織
11社（戸）が大同団結し受入。
水稲、野菜、花き、畜産のメニュー。
日時・期間は相談可。

上越市の受入組織
現在は3社（戸）で受入。
水稲、野菜、果樹のメニュー。
日時・期間は相談可。

小千谷市冬井地区
20戸の小さな集落で集落営農を
営む。児童の教育体験旅行や
はさ掛け乾燥米にも取り組む

にいがたUIJターン就農者確保促進事業
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フリーマガジン「iju info」について質問させていただきます。該当するものに○を付けてください。

●質問1：あなたは、農林漁業への就業を希望されていますか？
1．　就業に向けて活動中　　　　2．　将来的に就業を考えている（興味がある）　　　　3．　考えていない

●質問2：「iju info」を入手されたのは？
1．　はじめて　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　複数回

●質問3：「iju info」をどこで入手されましたか？
1．　書店（店名　　　　　）　　　　　　  2．　アンテナショップ　　　　　　  3．　ハローワーク
4．　農林漁業就業関連フェア（例：新･農業人フェア）　　　　　　　　　　　　 5．　駅（駅名　　　　　）
6．　就農相談窓口（　　　　　　　　）     7．　その他（ ）

●質問4：今号で、特に印象に残った記事を下記から選択してください（複数回答可）。　
表紙　　特集1　0歳からの食育　　特集2「森林の仕事ガイダンス」開催！　　
漁業研修制度を活用しよう　　農園歳時記　　農林漁業ニュース　　求人情報　　
I・J・U農林水産就業相談窓口　　from Editor
その他（ ）

●質問5：「iju info」の内容について、どの分野に興味を持っていますか？下記から選択してください。
農業　　林業　　漁業　　移住・いなか暮らし

●質問6：今後、「iju info」で掲載してほしいテーマを下記から選択してください（複数回答可）。
食育　　食の安全　　農山漁村の紹介　　セカンドライフ　　いなか暮らし　　移住情報　　伝統工芸
ボランティア　　郷土料理レシピ　　農林水産物と健康　　地域のイベント　　市民農園　　家庭菜園
農林漁業の技術　　農林漁業関連機具等　　農林水産関連政策　　ツアー参加・就業体験レポート
その他（ ）

●質問7：「iju info」について、ご意見・ご希望がありましたら、下枠にご記入ください。

iju info読者アンケート
　このたびは「iju info」をご愛読いただき、誠にありがとうございます。今後、よりよい誌面と情
報をお届けできるようにアンケートにご協力をお願いします。お答えいただいた方のなかから、抽選
で10名様に「農業はじめてBOOK」（29頁参照）と間伐材を使用した「ヒノキの箸（2膳）」をセッ
トでプレゼント。さらに当選に漏れた方のなかから、ダブルチャンスとして「全国農業新聞QUOカ
ード（1000円分）」を20名様にプレゼント。多数のご応募をお待ちしております。

氏　　名 フリガナ

住　　所

郵便番号 電話番号 （　　　　）

性　　別 男　・　女 年　　齢

●応募方法：このページをキリトリ線で切り取って、「iju info アンケート係」（〒
102-0084東京都千代田区二番町9-8全国農業会議所）までお
送りください。また、FAX（03-3261-5134）、Eメール（iju-info@
web-iju.info）、ホームページ（http://web-iju.info/）、でも受け付
けております。締め切りは3月5日（当日消印有効）。当選者の
発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

≪アンケートカードの取り扱い≫
このカードは、公表いたしません。あくまでも「iju info」
の編集および制作の参考にするものです。また、個人
情報保護法に基づき、発行所である全国農業会議所が
定める個人情報保護規程により適性に運用いたします。
なお、質問７について文章を抜粋して読者コーナーに掲
載することがあります。その場合は、住所（県名のみ）、
氏名、年齢を掲載しますのであらかじめご了承ください
（プレゼント抽選の権利は失いません）。

キ
リ
ト
リ
線
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公
園
の
木
々
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
も
う
輝
い
て
る
わ
、
き
れ
い
よ
―

―
。
東
京
に
住
む
友
人
が
便
り
を
く
れ
た
の
は
十

月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
ま
だ
２
日
ほ
ど
残
っ
て
い
る

時
だ
っ
た
。
へ
え
、
さ
す
が
都
会
は
生
活
の
ス
ピ

ー
ド
が
違
う
な
あ
。
つ
ぶ
や
く
う
ち
に
月
が
替
わ

り
、
そ
し
て
夏
日
に
な
っ
た
。
霜
月
と
い
う
の
に

僕
は
シ
ャ
ツ
一
枚
で
働
い
た
。
大
汗
を
か
い
た
。

そ
の
奇
妙
な
気
分
も
束
の
間
で
、
首
を
す
く
め
る

寒
さ
が
到
来
し
た
。

夕
刻
か
ら
強
い
雨
に
北
風
。
明
け
て
今
朝
は
青

空
で
は
あ
る
が
寒
気
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

大
根
を
洗
う
手
が
冷
た
い
。
お
や
つ
に
も
い
だ
柿

の
実
が
、
口
に
も
腹
に
も
冷
え
冷
え
と
す
る
。
夏

日
か
ら
冬
日
。
見
事
な
変
身
。
人
も
野
菜
も
面
食

ら
う
。
そ
れ
で
も
僕
の
体
は
変
わ
り
な
く
、
よ
く

動
き
、
し
っ
か
り
働
く
。

こ
の
原
稿
が
誌
面
に
な
る
の
は
１
月
８
日
と
編

集
部
か
ら
聞
く
。
発
行
翌
日
に
僕
は
63
歳
だ
。
そ

の
こ
と
が
ふ
と
「
近
未
来
」
を
想
わ
せ
る
。
こ
れ

か
ら
師
走
に
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
り
、
紅
白

歌
合
戦
を
聴
き
、
新
し
い
年
が
や
っ
て
き
て
、
ひ

と
つ
齢
を
重
ね
る
。
世
の
中
は
ど
う
変
わ
っ
て
い

る
か
。

●

新
し
い
政
権
へ
の
風
当
た
り
が
け
っ
こ
う
強

い
。
ダ
ム
の
こ
と
、
飛
行
場
の
こ
と
、
農

家
へ
の
戸
別
補
償
の
こ
と
、
高
速
道
路
無
料
化
の

こ
と
。
そ
れ
が
野
党
か
ら
だ
け
で
な
く
、
選
挙
で

は
応
援
す
る
側
だ
っ
た
人
か
ら
も
な
さ
れ
る
こ
と

に
僕
は
ち
ょ
っ
と
苦
笑
す
る
。
４
人
家
族
だ
っ
て
、

今
度
の
連
休
ど
こ
へ
行
こ
う
か
、
な
に
食
べ
よ
う

か
で
全
員
一
致
の
即
決
は
難
し
い
。
１
億
の
民
を

す
べ
て
満
足
さ
せ
る
ア
イ
デ
ア
な
ん
て
あ
る
は
ず

が
な
い
。
文
句
を
言
う
の
は
早
す
ぎ
る
。
父
親
に

代
わ
っ
て
家
業
を
継
い
だ
息
子
を
し
ば
ら
く
見
守

っ
て
あ
げ
な
さ
い
ヨ
。
隠
居
し
た
親
父
は
口
出
し

し
な
い
方
が
商
売
で
も

農
業
で
も
う
ま
く
行
く

と
言
う
で
は
な
い
か
。

「
と
も
か
く
変
化
し

た
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
」

今
度
の
政
権
交
代
の
最

大
の
意
味
は
そ
こ
に
あ

る
。
た
だ
し
僕
の
言
い
た

い
こ
と
は
政
治
と
か
思

想
と
か
と
全
く
関
係
が

な
い
。
人
間
は
ど
こ
か
で

違
う
空
気
に
触
れ
、
異

な
る
風
景
に
出
会
う
こ

と
も
必
要
な
の
だ
。
た

と
え
経
済
的
に
は
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
変
わ
り
な
い

と
し
て
も
、
心
に
新
し
い

風
が
吹
き
込
ま
れ
る
。

新
し
い
風
は
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
新
し
い
知
恵
を
生
み
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か

っ
た
も
の
が
見
え
る
。
脳
細
胞
が
活
性
化
す
る
。

ま
ず
い
の
は
人
生
の
万
事
が
澱
む
こ
と
。

●

僕
の
前
に
、
い
ま
、
風
は
冷
た
い
が
真
っ
青
な

空
が
あ
る
。
こ
の
空
を
、
都
会
の
ど
こ
か

で
見
上
げ
な
が
ら
変
化
を
願
う
人
が
い
る
。
会
社

員
か
ら
農
林
漁
業
に
転
進
し
た
い
…
国
家
の
大
変

化
の
傍
ら
で
、
個
人
の
暮
ら
し
の
変
革
を
も
考
え

る
人
が
い
る
。

そ
の
変
革
に
向
か
っ
て
す
ぐ
さ
ま
彼
が
一
歩
を

踏
み
出
す
か
、
逡
巡
の
ま
ま
長
い
時
を
費
や
す
か
。

違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
案
外
そ
れ
は
「
軽
率
」

か
「
慎
重
」
か
、
小
学
校
の
担
任
教
師
が
保
護
者

宛
の
通
信
欄
に
書
い
て
い
た
性
格
診
断
程
度
の
こ

と
で
し
か
な
い
と
今
の
僕
は
思
う
。
僕
は
間
違
い

な
く
「
け
そ
け
そ
」
の
子
だ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
祝

島
で
は
落
ち
着
き
の
な

い
軽
率
行
動
を
け
そ
け

そ
と
言
う
。
僕
の
け
そ
け

そ
は
大
人
に
な
っ
て
も
消

え
な
か
っ
た
。●

24
歳
。
陸
の
孤
島

と
呼
ば
れ
た
公

団
住
宅
に
僕
は
住
む
。

「
農
耕
」
に
め
ざ
め
る
。

団
地
近
く
に
畑
を
買
う
。

27
歳
。
信
州
の
山
奥
に

今
度
は
3
5
0
0
坪
の

山
林
を
買
う
。
な
ん
て
こ

と
も
な
い
、
ふ
た
つ
と
も

失
敗
。
畑
は
手
付
金
を

払
っ
て
か
ら
素
人
が
農
地

を
買
う
の
は
ダ
メ
と
知

る
。
そ
れ
を
解
約
し
た
後

で
の
信
州
の
物
件
は
、
見
事
イ
ン
チ
キ
に
引
っ
か

か
っ
た
。
不
動
産
業
の
免
許
も
な
い
男
の
甘
言
に

つ
ら
れ
た
。
こ
っ
ち
の
方
は
相
手
が
姿
を
く
ら
ま

し
た
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
ず
、
ク
ソ
ッ
と
意

地
に
な
っ
て
、
ま
だ
歩
け
も
し
な
い
子
を
背
負
っ

て
山
を
登
り
、
手
斧
と
ノ
コ
ギ
リ
で
8
畳
1
間
の

小
屋
を
作
っ
て
数
年
頑
張
っ
た
。
で
も
長
続
き
し

な
か
っ
た
。

●

失
敗
は
成
功
の
味
の
素
。
ふ
た
つ
の
失
敗
か
ら

は
る
か
な
歳
月
が
た
っ
た
今
、
こ
れ
で
い
い

の
だ
、
け
そ
け
そ
で
よ
か
っ
た
の
だ
と
僕
は
思
う
。

今
の
暮
ら
し
は
失
敗
を
肥
や
し
と
し
て
得
ら
れ
た
。

変
わ
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
は
な
ら
な
い
。
変
革
を

望
む
な
ら
失
敗
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。
た
だ
し
、

な
る
べ
く
変
わ
ら
な
い
で
い
た
い
こ
と
も
一
方
に

あ
る
。
そ
れ
は
日
々
の
体
調
で
あ
り
、
体
力
だ
。

農
林
業
へ
の
転
進
を
せ
っ
か
く
果
た
し
た
と
い
う

の
に
病
気
で
断
念
す
る
と
な
っ
て
は
悔
し
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
、
会
社
の
昼
休
み
、
真
夏

で
も
10
キ
ロ
以
上
を
走
り
、
一
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳

を
飲
ん
で
午
後
の
仕
事
に
か
か
っ
た
。
そ
れ
が
今

の
、
炎
天
下
に
8
時
間
働
い
て
も
熱
中
症
に
な
ら

な
い
と
い
う
僕
の
体
力
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
、
若
き
変
革
希
望
者
の
キ
ミ
に
は
伝
え
て
お

こ
う
。

空
の
青
さ
が
消
え
た
。
白

い
雲
も
消
え
た
。

太
陽
は
西
に
傾
き
、
チ
ャ

ボ
た
ち
は
就
寝
前
の
腹
ご
し

ら
え
を
す
る
。
今
年
は
み
か

ん
が
豊
作
。
味
も
良
い
。
西

日
に
輝
く
み
か
ん
の
実
は
、

飾
り
つ
け
が
不
要
、
か
つ
食

べ
ら
れ
る
。
僕
の
聖
夜
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

中
村 

顕
治

第 1 4 回

変
わ
る
こ
と

　
変
わ
ら
な
い
こ
と

【なかむら・けんじ】　昭和22年山口県生ま
れ。33歳で築50年の農家跡に移住。現在
は千葉県八街市在住。典型的な多品種少量
栽培を実践。チャボを庭に放任飼育する。
ブログ「食うために生きる̶脱サラ百姓日記」
http://blogs.yahoo.co.jp/tamakenjijibaba
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こ
こ
で
は
都
道
府
県
や
関
連
団
体
が
開
設
し
て
い
る
相
談
窓
口
を

紹
介
す
る
。
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
相
談
窓
口
で
は
移
住
に
関
す
る
情

報

│
住
居
や
地
元
企
業
へ
の
就
職
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

農
林
漁
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
場
合
は
、
専
門
的
な
内
容
と
な

る
の
で
、
各
業
種
の
相
談
窓
口
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
。
相
談
窓

口
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
段
階
と
都
道
府
県
段
階
が
あ
る
。
全
般
的

な
相
談
は
全
国
段
階
、
地
域
の
具
体
的
な
相
談
は
都
道
府
県
段
階
で

受
け
付
け
て
い
る
。
相
談
に
い
く
と
き
は
、事
前
に
連
絡
を
し
よ
う
。

I
・
J
・
U
タ
ー
ン

農
林
漁
業
就
業

相

談

窓

口

活用しよう!! WEB iju info
URL：http://web-iju.info/

●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口
地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住促進協議会  定 0138（21）3622 函館市東雲町4-13　函館市企画課内
岩手県 定住・交流サポートセンター  定 019（629）5194 盛岡市内丸10-1　県庁内

（財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市内丸10-1　岩手県庁2階
宮城県 宮城県企画部地域振興課  定 022（211）2424 仙台市青葉区本町3-8-1
秋田県 （財）秋田県ふるさと定住機構  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 すまいる山形暮らし案内所  定 023（630）3083 山形市松波2-8-1　県庁6階
福島県 福島県観光交流局観光交流課  定 024（521）7287 福島市杉妻町2-16
　 ふるさと福島就職情報センター（福島）  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま内

ふるさと福島就職情報センター（南相馬）  就 0244（25）3203 南相馬市原町区本町1-111　ゆめサポート南相馬内
茨城県 いばらきさとやま生活「田舎暮らし相談窓口」  定 0294（72）2266 常陸太田市木崎二町937-10
栃木県 “とちぎ暮らし”推進協議会  定 028（623）2233 宇都宮市塙田1-1-20
山梨県 人材紹介バンクやまなし  就 055（223）1562 甲府市丸の内1-6-1　県庁別館3階
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 愛知県名古屋市中区錦1-10-27 カネヨビル4階
新潟県 新潟県総務管理部地域政策課交流・定住促進班  定 025（280）5088 新潟市中央区新光町4-1
富山県 「くらしたい国、富山」推進本部  定 076（444）4496 富山市新総曲輪1-7
福井県 福井県定住サポートセンター  定  就 0776（20）0387 福井市大手3-17-1　県庁労働政策課内
長野県 田舎暮らし案内人  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県商工部雇用・人材育成課  就 026（235）7201 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県総合企画部観光交流推進局地域振興課  定 058（272）8078 岐阜県藪田南2-1-1　岐阜県庁3階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3309 津市羽所町700　アスト3階
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（414）6624 京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町104-2　府庁西別館2階
兵庫県 ひょうご・しごと情報広場 若者しごと倶楽部  就 078（351）3371 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー12階
和歌山県 和歌山県企画部地域交流課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724

鳥取県 鳥取県移住定住サポートセンター  定 0857（26）7128 鳥取市東町1-220　県庁本庁内
（財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（24）4740 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階

島根県 （財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
広島県 広島県交流・定住促進協議会事務局  定 082（513）2623 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

ひろしま夢ぷらざ 田舎暮らし相談コーナー  定 082（544）1122 広島市中区本通8-28
広島県無料職業紹介所  就 082（513）3427 広島市中区基町10-52　県庁東館3階

山口県 UJIターン相談コーナー  定  就 083（976）1145 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 徳島県就労支援プラザ  就 088（621）2350 徳島市万代町1-1
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（932）7841 松山市三番町4-10-1　愛媛県三番町ビル2階
高知県 高知県地域づくり支援課  定 088（823）9336 高知市丸ノ内1-2-20

高知県U・Iターン人材情報センター  就 0120（103）245 高知市丸ノ内1-2-20　高知県雇用労働政策課内
佐賀県 佐賀の暮らし相談室  就 0952（25）7066 佐賀市城内1159　県庁内
長崎県 “ながさき田舎暮らし”のワンストップ窓口  定  就 095（895）2245 長崎市江戸町2-13
熊本県 熊本県地域振興部地域政策課  定 096（333）2134 熊本市水前寺6-18-1
宮崎県 宮崎ふるさと暮らし相談窓口  定 0985（26）7047 宮崎市橘通東2-10-1

（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口
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●道府県I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口
地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道IJU（移住） 情報センター就職相談コーナー  農  定  求 03（5212）9208 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 北海道東京事務所内

北海道東京事務所大阪支所  農  定  求 06（6344）4151 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル
青森県 あおもりキャリアセンター  農  求 03（3271）0700 東京都中央区八重洲2-2-1　住友生命八重洲ビル5階

青森県大阪情報センター  農  定  求 06（6341）2184 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 青森県大阪事務所内
岩手県 岩手県Uターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

いわてＵターンセンター  求 06（6341）3258 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 岩手県大阪事務所内
宮城県 ふるさと宮城人材ネットワーク東京情報センター  定  求 03（5212）9048 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 宮城県東京事務所内
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 03（5251）9115 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

ふるさと暮らし情報センター秋田県ブース  定  求 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

山形県 山形県Uターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内
山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

福島県 ふくしまふるさと暮らし情報センター  農  林  漁  定 03（3543）0333 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階
ふるさと福島就職情報センター  求 03（3545）6140 東京都中央区銀座4-14-11　七十七ビル3階ふるさと暮らし情報センター内

群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3546）8511 東京都中央区銀座5-13-19　デュープレックス銀座タワー5/13  2階
山梨県 やまなしU・Iターン就職支援室  農  林  定  求 03（5213）2890 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山梨県東京事務所内

ふるさと山梨就職情報コーナー  農 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3　大阪駅前第3ビル21階 山梨県大阪事務所内
富山県 富山県東京Uターン情報センター  求 03（3816）1655 東京都文京区白山5-1-3　東京富山会館ビル5階

富山県大阪Uターン情報センター  求 06（6445）2811 大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
石川県 石川県東京UＩターン相談室  農  林  漁  求 03（5212）9016 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 石川県東京事務所内

石川県大阪Uターン相談室  農  林  漁  求 06（6363）3077 大阪市北区西天満4-14-3　住友生命御堂筋ビル2階
石川県名古屋Ｕターン相談室（栄）  求 052（251）7350 名古屋市中区栄3-1-26　本町牧野ビル5階
石川県名古屋Ｕターン相談室（名古屋駅前）  求 052（589）3180 名古屋市中村区名駅南1-24-30　名古屋三井ビル本館10階

福井県 東京・福井Uターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5778）0291 東京都港区南青山5-4-41　ふくい南青山291 2階
福井県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6231）1024 大阪市中央区瓦町2-2-14

長野県 東京Iターン相談室  農  林  定  求 03（5212）9187 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 長野県東京事務所内
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階
岐阜県 岐阜県労働雇用課  求 058（271）4135 岐阜市薮田南2-1-1　県庁労働雇用課内
静岡県 静岡Ｕターン就職情報センター  求 03（5212）9035 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 静岡県東京事務所内 
京都府 京の田舎暮らし・ふるさとセンター  農  定 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
和歌山県 きのくにUターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
鳥取県 ふるさと鳥取Uターンコーナー（東京）  定  求 03（5215）5117 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

ふるさと鳥取Uターンコーナー（大阪）  定  求 06（6455）0233 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  定  求 03（3516）6555 東京都中央区日本橋室町1-5-3　福島ビル1階 にほんばし島根館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 ふるさと山口・東京Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 03（3231）1863 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル1階 おいでませ山口館内
ふるさと山口・大阪Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪事務所内

徳島県 徳島県Uターンコーナー（東京）  農  求 03（5212）9024 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
徳島県Uターンコーナー（大阪）  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  求 06（6342）4855 大阪市北区梅田1-3-1-700　大阪駅前第1ビル7階 香川県大阪事務所内

愛媛県 Uターン情報コーナー  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階 愛媛県東京事務所内
愛媛県大阪事務所  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 高知県東京事務所  求 03（3501）5541 東京都港区虎ノ門2-6-4　虎ノ門11森ビル8階
高知県大阪事務所  定 06（6244）4351 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階

佐賀県 佐賀県首都圏営業本部  定 03（5212）9073 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
佐賀県関西・中京営業本部  農  求 06（6344）8031 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

長崎県 長崎県東京事務所  求 03（5212）9025 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階
長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 くまもとUターン情報コーナー  農  林  漁  定  求 03（3572）5022 東京都中央区銀座5-3-16　銀座熊本館3階 
熊本県大阪事務所  農 06（6344）3883 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 おおいた情報館  Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 03（6228）8770 東京都中央区銀座2-2-2　新西銀座ビル8階
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 ふるさと宮崎就職相談窓口（東京）  農  林  漁  定  求 03（5212）9007 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 宮崎県東京事務所内
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪）  農  定  求 06（6345）7631 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内

鹿児島県 鹿児島県新規就農東京相談所  農  林 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
ふるさと人材相談室（東京）  定  求 03（3506）9177 東京都千代田区有楽町1-6-4　千代田ビル9階 かごしま遊楽館内
鹿児島県新規就農大阪相談所  農 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県ふるさと人材相談室大阪事務所  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県新規就農福岡相談所  農 092（441）2852 福岡市博多区博多駅中央街8-36　博多ビル8階 鹿児島県福岡事務所内

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーマー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（3450）8632 東京都港区港南2-5-12　ハローワーク品川 品川庁舎4F

ふるさとプラザ東京〔全国のグリーツーリズム （ふるさと体験）情報提供〕 03（3548）2310 東京都中央区八重洲1-5-3　不二ビル8階 （財） 都市農山漁村交流活性化機構内

ふるさと情報プラザ〔全国の自治体観光パンフレット等の提供〕 03（3284）0855  東京都千代田区有楽町1-7-1　有楽町電気ビル 南館1F

（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報
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●新規就業希望者の相談窓口
全国新規就農相談センター
〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
中央労働基準協会ビル2階　全国農業会議所内
TEL. 03（6910）1133（相談用）
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

就業相談窓口

都道府県新規就農相談センター
都道府県青年農業者等育成センター 都道府県農業会議
指定法人 電話番号 指定法人 電話番号

（財）北海道農業開発公社 011（271）2255 北海道農業会議 011（281）6761（直）
（社）青い森農林振興公社 017（773）3131 青森県農業会議 017（774）8580（直）
（社）岩手県農業公社 019（623）9390 岩手県農業会議 019（622）5825（直）
（財）みやぎ農業担い手基金 022（264）8238 宮城県農業会議 022（275）9164（直）
（社）秋田県農業公社 018（884）5512 秋田県農業会議 018（860）3540（直）
（財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 山形県農業会議 023（622）8716（直）
（財）福島県農業振興公社 024（521）9848 福島県農業会議 024（524）1201（直）
（財）茨城県農林振興公社 029（239）7131 茨城県農業会議 029（301）1236（直）
（財）栃木県農業振興公社 028（648）9511 栃木県農業会議 028（648）7270（直）
（財）群馬県農業公社 027（251）1220 群馬県農業会議 027（280）6171（直）
（社）埼玉県農林公社 048（558）3555 埼玉県農業会議 048（829）3481（直）
（財）千葉県水産振興公社 043（222）9136 千葉県農業会議 043（222）1703（直）
（財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 東京都農業会議 03（3370）7145（直）
神奈川県立かながわ農業アカデミー 046（238）5274 神奈川県農業会議 045（201）0895（直）
（財）山梨県農業振興公社 055（223）5747 山梨県農業会議 055（228）6811（直）
（社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 岐阜県農業会議 058（268）2527（直）
（社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 静岡県農業会議 054（255）7934（直）
（財）愛知県農業振興基金 052（951）3626 愛知県農業会議 052（962）2841（直）
（財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 三重県農業会議 059（213）2022（直）
（社）新潟県農林公社 025（281）3480 新潟県農業会議 025（223）2186（直）
（社）富山県農林水産公社 076（441）7396 富山県農業会議 076（441）8961（直）
（財）いしかわ農業人材機構 076（225）7621 石川県農業会議 076（257）7066（直）
（社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）5475 福井県農業会議 0776（21）0010（代）
（社）長野県農業担い手育成基金 026（231）6222 長野県農業会議 026（234）6871（直）
（財）滋賀県農林漁業後継者特別対策基金 077（523）5505 滋賀県農業会議 077（523）2439（直）
（社）京都府農業開発公社 075（417）6847 京都府農業会議 075（441）3660（直）
（財）大阪府みどり公社 06（6266）8916 大阪府農業会議 06（6941）2701（直）
（社）兵庫みどり公社 078（361）8116 兵庫県農業会議 078（361）8110（直）
（財）奈良県農業振興公社 0742（23）6148 奈良県農業会議 0742（22）1101（代）
（財）和歌山県農業公社 073（433）5547 和歌山県農業会議 073（428）4165（直）
（財）鳥取県農業担い手育成基金 0857（26）7599 鳥取県農業会議 0857（26）8371（直）
（財）しまね農業振興公社 0852（32）2300 島根県農業会議 0852（22）4471（直）
（財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 岡山県農業会議 086（234）1093（直）
（財）広島県農林振興センター 082（541）5188 広島県農業会議 082（545）4146（直）
（財）やまぐち農林振興公社 083（924）8900 山口県農業会議 083（923）2102（直）
（財）徳島県農業開発公社 088（621）3083 徳島県農業会議 088（621）3054（直）
（財）香川県農業振興公社 087（831）3211 香川県農業会議 087（812）0810（直）
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（945）1542 愛媛県農業会議 089（921）4438（直）
（財）高知県農業公社 088（823）8618 高知県農業会議 088（824）8555（直）
（財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 福岡県農業会議 092（711）5070（直）
（財）佐賀県青年農業者育成センター 0952（25）7106 佐賀県農業会議 0952（23）7057（直）
（財）長崎県農林水産業担い手育成基金 095（895）2935 長崎県農業会議 095（822）9647（直）
（財）熊本県農業後継者育成基金 096（385）2679 熊本県農業会議 096（384）3333（直）
（社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 大分県農業会議 097（532）4385（直）
（社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2631 宮崎県農業会議 0985（29）6333（直）
（社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 鹿児島県農業会議 099（286）5815（直）
（財）沖縄県農業後継者育成基金協会 098（866）2280 沖縄県農業会議 098（889）6027（直）
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●新規就業希望者の相談窓口
全国林業労働力確保支援センター
〒101-0047　東京都千代田区内神田1-1-12
コープビル全国森林組合連合会内
TEL：03（3294）9713
http://www.nw-mori.or.jp/

就業相談窓口

●地域の林業について情報を集める

都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター 電話番号 〒 所在地
北海道 （社）北海道造林協会 011（200）1381 060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目（道林業会館6F）
青森県 （社）青い森農林振興公社 017（732）5288 030-0801 青森市新町2-4-1（青森県共同ビル6F）
岩手県 （財）岩手県林業労働対策基金 019（653）0306 020-0021 盛岡市中央通3-15-17
宮城県 （財）みやぎ林業活性化基金 022（217）4307 980-0011 仙台市青葉区上杉2-4-46
秋田県 （財）秋田県林業労働対策基金 018（864）0161 010-0931 秋田市川元山下町8-28（県森連会館3F）
山形県 （財）山形県林業公社 023（623）3505 990-0044 山形市緑町1-9-30（緑町会館6F）
福島県 （社）福島県林業協会 024（521）3245 960-8043 福島市中町5-18（県林業会館内）
茨城県 （社）茨城県林業協会 029（225）5949 310-0011 水戸市三の丸1-3-2（県林業会館内）
栃木県 （財）栃木県森林整備公社 028（643）5330 320-0024 宇都宮市栄町5-7
群馬県 （財）群馬県森林・緑整備基金 027（212）6295 371-0847 前橋市大友町1-18-7（県大友町庁舎2F）
埼玉県 （社）埼玉県農林公社 0494（25）0291 368-0034 秩父市日野田町1-1-44（埼玉県秩父農林振興センター内）
千葉県 （社）千葉県緑化推進委員会 0438（60）1521 299-0265 袖ヶ浦市長浦拓2号 580-148
東京都 （財）東京都農林水産振興財団 042（528）0643 190-0013 立川市富士見町3-81
新潟県 （社）新潟県農林公社 025（285）7711 950-0965 新潟市新光町15-2
富山県 （社）富山県農林水産公社 076（441）6747 930-0096 富山市舟橋北町4-19（県森林水産会館6F）
石川県 （財）石川県林業労働対策基金 076（237）0121 920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-1
福井県 （財）福井県林業従事者確保育成基金 0776（38）0345 918-8567 福井市江端町20-1
山梨県 （財）山梨県林業公社 055（242）6667 400-0016 甲府市武田1-2-5
長野県 （財）長野県林業労働財団 026（225）6080 380-8567 長野市大字中御所字岡田30-16（県林業センター内）
岐阜県 （社）岐阜県森林公社 058（277）1063 500-8384 岐阜市薮田南5-14-53（県民ふれあい会館9F）
静岡県 （社）静岡県山林協会 054（255）4485 420-8601 静岡市葵区追手町9-6（県庁西館9F）
愛知県 （財）愛知県林業振興基金 052（953）3608 460-0002 名古屋市中区丸の内3-5-16
三重県 （財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 515-2316 松阪市嬉野川北町530
滋賀県 （財）びわ湖造林公社 077（522）8349 520-0807 大津市松本1-2-1（大津合同庁舎6F）
京都府 （財）京都府林業労働支援センター 075（821）9277 604-8424 京都市中京区西ノ京樋ノ口町123
大阪府 （社）大阪府木材連合会 06（6538）7524 550-0013 大阪市西区新町3-6-9
兵庫県 （財）兵庫県営林緑化労働基金 078（361）8010 650-0004 神戸市中央区中山手通7-28-33
奈良県 （財）奈良県林業基金 0742（27）4860 630-8301 奈良市高畑町1116-6（なら土連会館内）
和歌山県（社）わかやま森林と緑の公社 0739（83）2022 649-2103 西牟婁郡上富田町生馬1504-1
鳥取県 （財）鳥取県林業担い手育成財団 0857（28）0121 680-0947 鳥取市湖山町西2-413
島根県 （社）島根県林業公社 0852（32）0253 690-0886 松江市母衣町55-4（松江商工会議所ビル6F）
岡山県 （財）岡山県林業振興基金 086（225）9382 700-0866 岡山市岡南町2-5-10
広島県 （財）広島県農林振興センター 082（541）6187 730-0051 広島市中区大手町4-2-16
山口県 （財）やまぐち森林担い手財団 083（932）5286 753-0048 山口市駅通り2-4-17（県林業会館内）
徳島県 （財）徳島県林業労働力確保支援センター 088（622）8158 770-0939 徳島市かちどき橋1-41（県森連内）
香川県 香川県森林組合連合会 087（861）4352 760-0008 高松市中野町23-2
愛媛県 （財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（934）6153 790-0003 松山市三番町4-4-1（県林業会館4F）
高知県 （財）高知県山村林業振興基金 0887（57）0366 782-0078 香美郡土佐山田町大平80（森林総合センター内）
福岡県 （財）福岡県水源の森基金 092（712）1443 810-0001 福岡市中央区天神3-10-25（森連ビル内）
佐賀県 （財）佐賀県森林整備担い手育成基金 0952（25）7133 840-0041 佐賀市城内1-1-59（県庁林業課内）
長崎県 （社）長崎県林業協会 095（861）5185 850-0063 長崎市飽の浦町5-3
熊本県 （財）熊本県林業従事者育成基金 096（340）1151 862-0950 熊本市水前寺6-5-19（県住宅供給公社ビル204号）
大分県 （財）大分県森林整備センター 097（546）3009 870-0844 大分市大字古国府字内山1337-15
宮崎県 （社）宮崎県林業労働機械化センター 0985（29）6008 880-0804 宮崎市宮田町13-16（県庁10号館）
鹿児島県（財）鹿児島県林業担い手育成基金 0995（54）3131 899-5302 姶良郡蒲生町上久徳182-1
沖縄県 （社）沖縄県林業協会 098（888）0677 900-0024 那覇市字古波蔵112（雇用改善指導相談室）
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●新規就業希望者の相談窓口
全国漁業就業者確保育成センター
〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13
三会堂ビル8階（社）大日本水産会内
TEL：03(3585)6319
http://www.ryoushi.jp/

就業相談窓口

●地域の漁業について情報を集める

地域 都道府県・漁業就業者確保育成センター 電話番号 〒 所在地
北海道 北海道漁業就業者確保育成センター 011（271）5051 060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目 水産ビル（社）北海道水産会内
東北 青森県沿岸漁業就業者確保育成センター 017（734）9593 030-8570 青森市長島1丁目1-1 青森県農林水産部水産振興課内

青森県沖合・遠洋漁業就業者確保育成センター※ 0178（33）3314 031-0822 八戸市白銀町字三島下95 八戸水産会館3F八戸漁業指導協会
岩手県漁業就業者確保育成センター 019（629）5817 020-8570 盛岡市内丸10-1 岩手県林業水産部水産振興課内
宮城県農林水産部水産振興課 022（211）2111 980-8570 仙台市青葉区本町3-8-1 宮城県農林水産部水産振興課内
秋田県漁業就業者確保育成センター 018（860）1883 010-8570 秋田市山王4-1-1 秋田県農林水産部水産漁港課内
山形県漁業就業者確保育成センター 0234（24）6161 998-0838 酒田市山居町2丁目14-23 山形県庄内総合支庁水産課内
福島県漁業就業者確保育成センター 024（521）7378 960-8065 福島市杉妻町2-16 福島県農林水産部水産課内

関東 茨城県漁業就業者確保育成センター 029（301）4070 310-8555 水戸市笠原町978-6 茨城県農林水産部漁政課内
千葉県漁業就業者確保育成センター 043（242）6811 260-0026 千葉市中央区千葉港4-3 水産会館千葉県漁業協同組合連合会内
東京都漁業就業者確保育成センター 03（5320）4886 163-8001 新宿区西新宿2-8-1 東京都農林水産部水産課内
神奈川県環境農政部水産課 045（210）1111 231-8588 横浜市中区日本大通1 神奈川県環境農政部水産課内

北陸 新潟県漁業就業者確保育成センター 025（243）3681 950-0078 新潟市万代島4-1 新潟県漁業協同組合連合会内
富山県漁業就業者確保育成センター 076（431）9595 930-0096 富山市舟橋北町4-19 （社）富山県農林水産公社内
石川県漁業就業者確保育成センター 076（234）8818 920-0022 金沢市北安江3丁目1-38 石川県漁連内
福井県漁業就業者確保育成センター 0776（24）1203 910-0005 福井市大手2丁目8-10 福井県漁業協同組合連合会内

中部 静岡県漁業就業者確保育成センター 054（221）2744 420-8601 静岡市葵区追手町9-6 静岡県農業水産部水産振興室内
愛知県漁業就業者確保育成センター 0533（68）5196 443-0021 蒲郡市三谷町若宮97 愛知県水産試験場企画普及室内
三重県漁業就業者確保育成センター 0598（48）1226 515-2316 松阪市嬉野川北町530 （財）三重県農林水産支援センター（担い手支援グループ）

近畿 京都ジョブパーク内農林水産業コーナー 075（682）1800 601-8047 京都市南区東九条下殿田町70 京都ジョブパーク内農林水産コーナー
大阪府環境農林水産部水産課 06（6941）0351 540-8570 大阪市中央区大手前2-1-22 大阪府環境農林水産部水産課内
兵庫県漁業協同組合連合会 078（652）3444 652-0844 神戸市兵庫区中之島2-2-1 兵庫県漁業協同組合連合会指導部内
和歌山県漁業就業者確保育成センター 073（441）3000 640-8585 和歌山市小松原通1-1 和歌山県農林水産部水産課内

中国 鳥取県漁業就業者確保育成センター 0857（26）7314 680-8570 鳥取市東町1-220 鳥取県農林水産部水産課内
島根県漁業就業者確保育成センター 0852（21）0001 690-0007 松江市御手船場町575 漁業協同組合 JFしまね内
岡山県農林水産部水産課 086（224）2111 700-8570 岡山市内山下2-4-6 岡山県農林水産部水産課内
広島県農水産振興部水産課 082（228）2111 730-8511 広島市中区基町10-52 広島県農水産振興部水産課内
山口県漁業就業者確保育成センター 0832（31）2212 750-0065 下関市伊崎町1-4-24 山口県漁業協同組合内

四国 香川県漁業就業者確保育成センター 087（832）3472 760-8570 高松市番町4-1-10 香川県農林水産部水産課内
愛媛県農林水産部水産課 089（941）2111 790-8570 松山市一番町4-4-2 愛媛県農林水産部水産課内
高知県漁業就業者確保育成センター 088（821）4828 780-0850 高知市丸ノ内1-7-52 高知県水産経営指導課内
徳島県漁業就業者確保育成センター 088（621）2474 770-8570 徳島市万代町1丁目1番地 徳島県農林水産部水産課内

九州 福岡県漁業就業者確保育成センター 092（643）3560 812-8577 福岡市博多区東公園7-7 福岡県水産振興課内
佐賀県高等水産講習所 0955（72）2565 847-0122 唐津市唐房6-4948-23 佐賀県高等水産講習所内
長崎県漁業就業者確保育成センター 095（824）3624 850-8570 長崎市江戸町2-13 長崎県水産振興課内
熊本県漁業就業者確保育成センター 096（333）2455 862-8570 熊本市水前寺6-18-1 熊本県農林水産部水産振興課内
大分県漁業就業者確保育成センター 097（532）6611 870-0021 大分市府内町3-5-7 大分県漁業協同組合内
宮崎県漁業就業者確保育成センター 0985（28）6111 880-0858 宮崎市港2-6 宮崎県漁業協同組合連合会内
鹿児島県漁業就業者確保育成センター 099（286）3426 890-8577 鹿児島市鴨池新町10-1 鹿児島県林務水産部水産振興課内

沖縄 沖縄県漁業就業者確保育成センター 098（866）2300 900-8570 那覇市泉崎1-2-2 沖縄県農林水産部水産課内
※印は沖合・遠洋漁業についてのみの問い合せ先。



02 食生活を考える
03 年代別に見る必要な食事（栄養素）
06 栄養素と食品

14 持続可能な山づくりができる場所を求めて　広島県廿日市市　（有）安田林業　中島彩さん
15 祖父との思い出から林業の道へ　群馬県神流町　神流川森林組合　西村義明さん
16 林業を見る、聞く、交流する　林業見学・交流ツアー
 林業を学ぶ、試す、体験する　林業就業支援講習
17 森林を守る担い手を支援　緑の雇用担い手対策事業
18 森林の仕事ガイダンス共同説明会　歩き方と100％活用法
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表紙の人

10 農林漁業ニュース　全国農業担い手サミットin埼玉開催
21 沖合・遠洋漁業なら2年間。漁業研修制度を活用しよう！

農林漁業・移住に関する質問大募集 !!
皆さまからの質問に編集部がお答えする「読者

質問コーナー（仮）」として、読者コーナーをリニ
ューアルする予定です。もちろんご意見、ご要望、
写真、イラスト（絵手紙含む）なども大歓迎！特
に本誌を読んで就職した人からのお便りも募集し
ています。いろいろな投書をお寄せください。
〒102-0084　東京都千代田区二番町9-8
全国農業会議所「 iju info  読者コーナー係」
Eメール：iju-info@web-iju.info
●住所、氏名、年齢、電話番号、
あればメールアドレスをご
記入のうえ、ご投書くださ
い。匿名希望の場合は、ペ
ンネーム、イニシャル、名
前のみなどのご希望をお書
き添えください。
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